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【教育委員会提出資料】 

議案第１号 教育部 学校教育課 

令和６年７月 19 日提出 (課長)上條貴芳 （担当係長）高橋満 

  

タイトル 令和６年度 第１回総合教育会議について 

協議を要する事

項の内容 
総合教育会議に係る協議案件、資料等について承認を求めるもの 

要旨  

説明 

安曇野市情報公開条例 （平成 18 年安曇野市条例第５号）第５条第１項第

５号に規定する自治体の実施機関等の内部における審議、検討又は協議に

関する情報で、公にすることにより、率直な意見の交換又は意思決定の中

立性が損なわれるおそれのある案件に該当するため非公開とします。 

 

 





議案第２号 教育部 各課 

令和６年７月 19 日提出  

  

タイトル 共催・後援依頼について 

決定を要する事項の内容 教育委員会の共催・後援依頼についての協議 

要旨 

 

課名 共催 後援 

学校教育課 １件 １件 

生涯学習課   

文化課 １件 ２件 

子ども家庭支援課  ２件 

               （詳細 別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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学
校

教
育

課
 

 

 

 

 
 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

大
北

卓
球

連
盟

山
﨑

　
晃

開
催

目
的

の
徹

底
を

図
る

と
共

に
、
よ

り
多

く
の

小
中

学
生

に
参

加
し

て
い

た
だ

く
た

め
。

6
月

2
0

日
令

和
6

年
8

月
7

日
(水

)
安

曇
野

市
総

合
体

育
館

（
A

N
C

ア
リ

ー
ナ

）

・
長

野
県

の
小

中
学

生
の

卓
球

技
術

の
向

上
と

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

の
健

全
育

成
の

た
め

。
・
子

ど
も

の
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

機
会

の
充

実
を

目
指

す
と

共
に

、
地

域
の

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

発
展

・
充

実
を

後
押

し
す

る
た

め
。

約
7

0
0

人
の

小
中

学
生

参
加

男
女

別
シ

ン
グ

ル
（
全

学
年

の
部

、
中

１
の

部
、
小

学
生

の
部

）、
男

女
別

ダ
ブ

ル
ス

-
-

-
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

■
第

5
2

回
長

野
県

知
事

杯
争

奪
小

・
中

学
卓

球
大

会
主

催
：
大

北
卓

球
連

盟

種
別

(共
催

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

長
野

県
音

楽
教

育
学

会 牛
越

　
雅

紀

安
曇

野
の

音
楽

教
育

の
振

興
と

発
展

に
寄

与
す

る
大

会
の

た
め

。
7

月
4

日
令

和
６

年
11

月
８

日
（
金

）
三

郷
中

学
校

・
堀

金
小

学
校

・
安

曇
野

市
豊

科
公

民
館

長
野

県
の

学
校

音
楽

教
育

現
場

に
お

け
る

課
題

を
把

握
し

、
安

曇
野

ら
し

さ
を

大
切

に
し

た
研

究
を

行
い

、
成

果
を

発
信

し
て

い
く

。

三
郷

中
学

校
及

び
堀

金
小

学
校

に
お

い
て

授
業

公
開

を
行

い
、
県

内
各

地
よ

り
2
0

0
名

程
度

の
参

観
者

に
よ

る
授

業
研

究
会

を
行

う
。

午
後

は
全

体
と

し
て

、
富

澤
裕

先
生

に
よ

る
講

演
会

、
穂

高
神

社
の

皆
様

に
よ

る
雅

楽
の

演
奏

及
び

音
楽

学
会

安
曇

野
大

会
合

唱
団

に
よ

る
演

奏
発

表
を

行
う

。

-
-

-
基

準
第

３
条

第
２

項
に

よ
り

可

■
長

野
県

音
楽

教
育

学
会

安
曇

野
大

会
主

催
：
長

野
県

音
楽

教
育

学
会
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文
化

課
 

   

種
別

(共
催

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

梯
剛

之
安

曇
野

応
援

団
　

代
表

　
宮

下
　

克
彦

梯
剛

之
さ

ん
の

「
子

ど
も

に
伝

え
る

ク
ラ

シ
ッ

ク
」
演

奏
を

聴
く

こ
と

は
、
子

供
た

ち
の

情
操

教
育

な
ど

に
大

き
な

効
果

が
期

待
で

き
る

。

7
月

4
日

令
和

6
年

9
月

1
5

日
(日

)
豊

科
交

流
学

習
セ

ン
タ

ー
「
き

ぼ
う

」
多

目
的

交
流

ホ
ー

ル

盲
目

の
天

才
ピ

ア
ニ

ス
ト

梯
剛

之
氏

の
演

奏
を

鑑
賞

す
る

こ
と

に
よ

り
、
音

楽
の

素
晴

ら
し

さ
と

梯
剛

之
さ

ん
の

豊
か

な
生

き
方

に
学

ぶ
。

「
子

ど
も

に
伝

え
る

ク
ラ

シ
ッ

ク
」
の

一
環

と
し

て
シ

ョ
パ

ン
や

モ
ー

ツ
ア

ル
ト

な
ど

の
曲

の
演

奏
を

聴
く

。
-

-
〇

基
準

第
３

条
第

２
項

に
よ

り
可

■
梯

剛
之

「
子

ど
も

に
伝

え
る

ク
ラ

シ
ッ

ク
」
親

子
鑑

賞
会

主
催

：
梯

剛
之

安
曇

野
応

援
団

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

中
央

大
学

学
員

会
長

野
県

中
信

支
部

　
支

部
長

　
小

林
　

治
雄

震
災

復
興

と
い

う
社

会
貢

献
活

動
に

関
わ

り
な

が
ら

、
落

語
を

通
じ

た
文

化
教

養
へ

の
関

心
を

高
め

て
い

た
だ

く
た

め
。

7
月

4
日

令
和

6
年

1
0

月
6

日
(日

)
松

本
深

志
神

社
　

梅
風

閣

能
登

半
島

地
震

の
早

期
復

興
を

願
い

、
中

央
大

学
O

B
会

と
明

治
大

学
O

B
会

が
合

同
で

、
社

会
貢

献
活

動
の

一
環

と
し

て
文

化
教

養
意

識
の

向
上

に
も

寄
与

す
る

落
語

会
を

開
催

す
る

も
の

。

落
語

会
の

開
催

-
-

-
基

準
第

３
条

第
２

項
に

よ
り

可

 
■

-能
登

半
島

地
震

復
興

支
援

チ
ャ

リ
テ

ィ
ー

企
画

-
五

街
道

雲
助

師
匠

人
間

国
宝

認
定

、
林

家
つ

る
子

師
匠

真
打

昇
進

記
念

　
駿

河
台

の
噺

家
た

ち
IN

松
本

主
催

：
中

央
大

学
学

員
会

長
野

県
中

信
支

部
　
明

治
大

学
校

友
会

松
本

地
域

支
部

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

有
明

山
語

り
の

会
　

会
長

　
綱

島
　

裕
子

大
糸

線
エ

リ
ア

の
広

域
の

大
衆

文
化

と
歴

史
を

紹
介

し
、

民
俗

の
承

継
に

資
す

る
た

め
。

7
月

8
日

①
令

和
6

年
9

月
1
5

日
(日

)~
2

8
日

(土
)

②
塩

の
道

街
道

の
民

話
の

紹
介

松
川

村
す

ず
の

音
ホ

ー
ル

広
域

の
地

域
づ

く
り

活
動

と
し

て
、
明

治
時

代
の

教
育

文
化

の
紹

介
と

、
民

話
の

語
り

コ
ン

サ
ー

ト
。

①
パ

ネ
ル

展
：
奉

納
絵

馬
句

額
と

安
曇

節
の

紹
介

②
コ

ン
サ

ー
ト

：塩
の

道
街

道
の

民
話

の
紹

介
-

-
-

基
準

第
３

条
第

２
項

に
よ

り
可

■
塩

の
道

コ
ン

サ
ー

ト
　
in

 安
曇

野
松

川
主

催
：
有

明
山

語
り

の
会
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子
ど

も
家

庭
支

援
課
 

  

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

松
本

赤
十

字
乳

児
院

院
長

　
樋

口
　

忠
幸

子
ど

も
の

「
家

庭
で

の
暮

ら
し

を
保

証
す

る
『
里

親
』
に

つ
い

て
知

る
催

し
で

あ
り

、
幅

広
い

後
援

に
よ

り
、
市

民
に

広
く

そ
の

目
的

等
（
家

庭
用

行
く

の
必

要
性

）
を

浸
透

す
る

こ
と

は
、
子

ど
も

を
育

む
環

境
の

充
実

に
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

6
月

1
8

日
令

和
6

年
1
0

月
1
3

日
(日

)
信

毎
メ

デ
ィ

ア
ガ

ー
デ

ン
一

般
の

方
に

里
親

制
度

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
う

と
と

も
に

里
親

に
な

る
き

っ
か

け
と

す
る

。

講
演

会
、
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
写

真
パ

ネ
ル

展
示

、
制

度
説

明
（
個

別
）
、
D

V
D

上
映

、
チ

ラ
シ

配
布

等
-

-
-

基
準

第
３

条
第

２
項

に
よ

り
可

■
里

親
さ

ん
を

知
る

日
in

松
本

主
催

：
松

本
赤

十
字

乳
児

院

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

あ
づ

み
の

フ
リ

マ
実

行
委

員
会

　
壹

岐
　

沙
智

子

サ
イ

ズ
ア

ウ
ト

し
た

子
ど

も
服

等
を

中
心

に
リ

ユ
ー

ス
し

、
子

ど
も

達
の

為
に

循
環

し
た

い
為

。
S

D
G

ｓ
の

取
り

組
み

を
推

進
・
啓

発
し

た
い

為
。
子

ど
も

た
ち

に
物

づ
く

り
を

通
し

て
自

分
ら

し
さ

を
見

つ
け

る
経

験
の

場
を

提
供

し
活

用
し

て
欲

し
い

為
。

7
月

8
日

令
和

6
年

1
0

月
5

日
(土

)午
前

1
0

時
~
午

後
2

時
A

N
C

ア
リ

ー
ナ

　
西

側
芝

生
広

場

不
要

な
物

を
次

の
必

要
な

方
へ

繋
ぎ

リ
ユ

ー
ス

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

ゴ
ミ

を
減

ら
す

取
り

組
み

を
行

い
た

い
。
エ

コ
活

と
地

域
活

性
化

の
推

進
。

S
D

G
ｓ
1
2

番
「つ

く
る

責
任

と
使

う
責

任
」
の

目
標

を
こ

ど
も

達
に

知
っ

て
も

ら
い

も
の

づ
く

り
に

活
か

し
て

も
ら

う
。

家
庭

で
不

要
に

な
っ

た
子

ど
も

用
品

（
お

も
ち

ゃ
・絵

本
・
衣

類
）
や

大
人

衣
類

・雑
貨

等
を

中
心

に
販

売
し

て
い

た
だ

く
。
子

ど
も

達
が

自
分

で
考

え
制

作
し

た
も

の
を

販
売

す
る

。
ど

ち
ら

も
食

品
は

N
G

。
１
区

画
：
車

両
5

X
3

M
(2

4
区

画
予

定
）
、
青

空
3

X
3

M
四

方
（
8
0

区
画

予
定

）
、
こ

ど
も

1
.5

X
3

M
（
1
8

区
画

予
定

）
出

店
者

は
予

め
S

N
S

等
で

募
集

す
る

。
飲

食
3

X
3

M
四

方
（
12

ブ
ー

ス
予

定
）

-
-

-
基

準
第

３
条

第
２

項
に

よ
り

可

■
あ

づ
み

の
フ

リ
マ

と
こ

ど
も

マ
ル

シ
ェ

主
催

：
あ

づ
み

の
フ

リ
マ

実
行

委
員

会
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第３号 教育部こども園幼稚園課 

令和６年７月 19 日提出 (課長)佐々木真貴 (担当係長)竹内斎司 

  

タイトル 安曇野市立認定こども園条例施行規則の一部改正について 

決定を要する事項の内

容 
標記規則の改正に係る承認を求めるもの。 

要旨 
標記規則の一部を改正し、給食費の月額を公定価格に合わせ引

上げするため、所要の改正を行うもの。 

説明 

１ 一部改正の内容 

(１) 子ども・子育て支援法施行令（平成 26 年政令第 213 号）

第４条第１項第２号に規定する満３歳以上保育認定子ども

及び同条第２項に規定する満３歳未満児保育認定子どもの

給食費の月額を公定価格に合わせ、4,500 円から 4,800 円に

300 円の引上げを行う。 

(２) 子ども・子育て支援法施行令第４条第１項第１号に規定

する教育認定子どもの給食費の月額を上記に倣い2,500円か

ら 2,800 円に 300 円の引上げを行う。 

(３) 給食費の月額については、当分の間、別表第１中「4,800

円」とあるのは「4,500 円」と、別表第２中「2,800 円」とあ

るのは「2,500 円」とする給食費の月額の特例を設けるもの。 

 

２ 施行日 

 令和６年８月１日 

 

（以 上） 
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○
安

曇
野

市
立

認
定

こ
ど

も
園

条
例

施
行

規
則

（
令

和
４

年
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

規
則

第
５

号
）

 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
長
時
間
保
育
料
等
の
額
）
 

（
長
時
間
保
育
料
等
の
額
）
 

第
10
条
 
条
例
第
15
条
第
２
項
及
び
第
16
条
第
２
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
は
、
別
表
第
１
及

び
別
表
第
２
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
10
条
 
条
例
第
15
条
第
２
項
及
び
第
16
条
第
２
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
は
、
別
表
第
１
及

び
別
表
第
２
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
 

（
保
育
料
等
の
減
免
）
 

（
保
育
料
等
の
減
免
）
 

第
11
条
 
条
例
第
18
条
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
と
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
い
い
、

保
育
料
、
長
時
間
保
育
料
又
は
給
食
費
（
以
下
「
保
育
料
等
」
と
い
う
。
）
の
減
免
は
次
の
各
号
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
11
条
 
条
例
第
18
条
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
と
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
い
い
、

保
育
料
、
長
時
間
保
育
料
又
は
給
食
費
（
以
下
「
保
育
料
等
」
と
い
う
。
）
の
減
免
は
次
の
各
号
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

失
業
、
疾
病
等
に
よ
り
著
し
く
所
得
が
減
少
し
、
保
育
料
等
の
納
付
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

た
と
き
 
申
請
が
あ
っ
た
日
（
以
下
「
申
請
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
度
の
保
育
料
等
の
う

ち
、
申
請
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
保
育
料
等
に
つ
い
て
申
請
日
の
属
す
る
月
の
前
３
月
分

の
収
入
に
よ
り
推
定
さ
れ
る
１
年
間
の
世
帯
の
所
得
に
係
る
市
町
村
民
税
所
得
割
合
算
額
（
教

育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
24
年
法
律
第
65
号
）
第
20
条
第

４
項
に
規
定
す
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
当
該
教
育
・
保

育
給
付
認
定
保
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
の
合
算
額
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
応
じ
た
階
層
区
分
の
保
育
料
等
の
月
額
に
相
当
す
る
額
に
減
額
す
る
も
の

と
す
る
。
 

(１
) 

失
業
、
疾
病
等
に
よ
り
著
し
く
所
得
が
減
少
し
、
保
育
料
等
の
納
付
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

た
と
き
 
申
請
が
あ
っ
た
日
（
以
下
「
申
請
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
度
の
保
育
料
等
の
う

ち
、
申
請
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
保
育
料
等
に
つ
い
て
申
請
日
の
属
す
る
月
の
前
３
月
分

の
収
入
に
よ
り
推
定
さ
れ
る
１
年
間
の
世
帯
の
所
得
に
係
る
市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額
に
応
じ

た
階
層
区
分
の
保
育
料
等
の
月
額
に
相
当
す
る
額
に
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(２
)・

(３
) 

（
略
）
 

(２
)・

(３
) 

（
略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

 

２
・
３
 
（
略
）
 

 

附
 
則
 

附
 
則
 

１
・
２
 
（
略
）
 

１
・
２
 
（
略
）
 

（
給
食
費
の
月
額
の
特
例
）
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

３
 
給
食
費
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
別
表
第
１
中
「
4,
80
0円

」
と
あ
る
の
は
「
4,
50
0

円
」
と
、
別
表
第
２
中
「
2,
80
0円

」
と
あ
る
の
は
「
2,
50
0円

」
と
す
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
 

別
表
第
１
（
第
10
条
関
係
）
 

別
表
第
１
（
第
10
条
関
係
）
 

各
月
初
日
の
支
給
認
定
を
受
け
た
保
護
者
の
属
す

る
世
帯
の
階
層
区
分
 

長
時
間
保
育

料
の
30
分
ご

と
の
月
額
 

長
時
間
保
育

料
の
30
分
ご

と
の
日
額
 

給
食
費
の
月

額
 

  
階

層
定
義
 

各
月
初
日
の
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
区
分
 

 
長
時
間
保
育

料
の
30
分
ご

と
の
月
額
 

長
時
間
保
育

料
の
30
分
ご

と
の
日
額
 

給
食
費
の
月

額
 

階
層

税
額
に
よ
る
世
帯
の
区
分
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改
正
後
 

改
正
前
 

区
分
 

第
１
 

生
活
保
護
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
14
4

号
）
に
よ
る
被
保
護
世
帯
（
単
給
世
帯

を
含
む
。
）
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国

し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶

者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平

成
６
年
法
律
第
30
号
）
に
よ
る
支
援
給

付
受
給
世
帯
 

０
円
 

20
0円

 
０
円
 

第
２
 

第
１
階
層
に
該
当

す
る

場
合

を
除

き
、
当
該
年
度
の

４
月
分
か
ら
８
月

分
ま
で
の
利
用
者

負
担
額
の
算
定
に

あ
っ
て
は
前
年
度

分
の
、
当
該
年
度

の
９
月
分
か
ら
３

月
分
ま
で
の
利
用

者
負
担
額
の
算
定

に
あ
っ
て
は
当
該

年
度
分
の
市
町
村

民
税
所
得
割
合
算

額
が
右
欄
の
区
分

に
該
当
す
る
世
帯
 

市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
（
所
得
割

非
課

税
世

帯
含

む
。
）
 

０
円
 

20
0円

 
０
円
 

第
３
 

市
町
村
民
税
所
得

割
合
算
額
77
,1
01

円
未
満
（
第
２
階

層
に
該
当
す
る
場

合
を
除
く
。
）
 

50
0円

 
20
0円

 
０
円
 

第
４
 

市
町
村
民
税
所
得

割
合
算
額
77
,1
01

円
以
上
97
,0
00
円

未
満
 

50
0円

 
20
0円

 
4,
80
0円

 

第
５
 

市
町
村
民
税
所
得

割
合
算
額
97
,0
00

円
以

上
16
9,
00
0

円
未
満
 

80
0円

 
20
0円

 
4,
80
0円

 

第
６
 

市
町
村
民
税
所
得

1,
00
0円

 
20
0円

 
4,
80
0円

 

区
分
 

第
１
 

生
活
保
護
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
14
4

号
）
に
よ
る
被
保
護
世
帯
（
単
給
世
帯

を
含
む
。
）
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国

し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶

者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平

成
６
年
法
律
第
30
号
）
に
よ
る
支
援
給

付
受
給
世
帯
 

０
円
 

20
0円

 
０
円
 

第
２
 

第
１

階
層

を
除

き
、
当
該
年
度
の

４
月
分
か
ら
８
月

分
ま
で
の
利
用
者

負
担
額
の
算
定
に

あ
っ
て
は
前
年
度

分
の
、
当
該
年
度

の
９
月
分
か
ら
３

月
分
ま
で
の
利
用

者
負
担
額
の
算
定

に
あ
っ
て
は
当
該

年
度
分
の
市
町
村

民
税
の
額
の
区
分

が
右
欄
の
区
分
に

該
当
す
る
世
帯
 

市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
（
所
得
割

非
課

税
世

帯
含

む
。
）
 

０
円
 

20
0円

 
０
円
 

第
３
 

市
町
村
民
税
所
得

割
課
税
額
77
,1
00

円
以
下
 

  

50
0円

 
20
0円

 
０
円
 

第
４
 

市
町
村
民
税
所
得

割
課
税
額
97
,0
00

円
未
満
 

 

50
0円

 
20
0円

 
4,
50
0円

 

第
５
 

市
町
村
民
税
所
得

割
課

税
額

16
9,
00
0円

未
満
 

 

80
0円

 
20
0円

 
4,
50
0円

 

第
６
 

市
町
村
民
税
所
得

1,
00
0円

 
20
0円

 
4,
50
0円
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改
正
後
 

改
正
前
 

割
合

算
額

16
9,
00
0円

以
上
 

 

割
課

税
額

16
9,
00
1円

以
上
 

 

２
 
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
が
扶
養
す
る
子
ど
も
が
３

人
以
上
い
る
場
合
に
お
い
て
、
特
定
被
監
護
者
等
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
第
14
条

に
規
定
す
る
特
定
被
監
護
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
範
囲
で
、
最
年
長
の
子
ど
も
か
ら

順
に
３
人
目
以
降
に
該
当
す
る
と
き
、
及
び
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
（
年
度
途
中
に
お
い
て
満

３
歳
に
到
達
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
満
３
歳
に
到
達
後
に
最
初
に
到
来
す
る
３
月
31
日
ま
で

の
子
ど
も
）
で
あ
る
と
き
は
、
給
食
費
は
無
料
と
す
る
。
 

２
 
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
が
扶
養
す
る
子
ど
も
が
３

人
以
上
い
る
場
合
に
お
い
て
、
特
定
被
監
護
者
等
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
第
14
条

に
規
定
す
る
特
定
被
監
護
者
等
を
い
う
。
）
の
範
囲
で
、
最
年
長
の
子
ど
も
か
ら
順
に
３
人
目

以
降
に
該
当
す
る
と
き
、
及
び
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
（
年
度
途
中
に
お
い
て
満
３
歳
に
到
達

し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
満
３
歳
に
到
達
後
に
最
初
に
到
来
す
る
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
）

で
あ
る
と
き
は
、
給
食
費
は
無
料
と
す
る
。
 

別
表
第
２
（
第
10
条
関
係
）
 

別
表
第
２
（
第
10
条
関
係
）
 

各
月
初
日
の
支
給
認
定
を
受
け
た
保
護
者
の
属
す

る
世
帯
の
階
層
区
分
 

午
後
３
時
か

ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
の

長
時
間
保
育

料
の
月
額
 

長
時
間
保
育

料
の
30
分
ご

と
の
日
額
 

給
食
費
の
月

額
 

階
層

区
分
 

定
義
 

第
１
 

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
（
単

給
世
帯
を
含
む
。
）
及
び
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永

住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

律
に
よ
る
支
援
給
付
受
給
世
帯
 

０
円
 

20
0円

 
０
円
 

第
２
 

第
１
階
層
に
該
当

す
る

場
合

を
除

き
、
当
該
年
度
の

４
月
分
か
ら
８
月

分
ま
で
の
利
用
者

負
担
額
の
算
定
に

あ
っ
て
は
前
年
度

分
の
、
当
該
年
度

市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
（
所
得
割

非
課

税
世

帯
含

む
。
）
 

０
円
 

20
0円

 
０
円
 

第
３
 

市
町
村
民
税
所
得

割
合
算
額
77
,1
01

円
未
満
（
第
２
階

層
に
該
当
す
る
場

1,
50
0円

 
20
0円

 
０
円
 

各
月
初
日
の
支
給
認
定
保
護
者
の
属
す
る
世
帯
の

階
層
区
分
 

午
後
３
時
か

ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
の

長
時
間
保
育

料
の
月
額
 

長
時
間
保
育

料
の
30
分
ご

と
の
日
額
 

給
食
費
の
月

額
 

階
層

区
分
 

定
義
 

第
１
 

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
（
単

給
世
帯
を
含
む
。
）
及
び
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永

住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

律
に
よ
る
支
援
給
付
受
給
世
帯
 

０
円
 

20
0円

 
０
円
 

第
２
 

第
１

階
層

を
除

き
、
当
該
年
度
の

４
月
分
か
ら
８
月

分
ま
で
の
利
用
者

負
担
額
の
算
定
に

あ
っ
て
は
前
年
度

分
の
、
当
該
年
度

の
９
月
分
か
ら
３

市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
（
所
得
割

非
課

税
世

帯
含

む
。
）
 

０
円
 

20
0円

 
０
円
 

第
３
 

市
町
村
民
税
所
得

割
課
税
額
77
,1
00

円
以
下
 

 

1,
50
0円

 
20
0円

 
０
円
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改
正
後
 

改
正
前
 

の
９
月
分
か
ら
３

月
分
ま
で
の
利
用

者
負
担
額
の
算
定

に
あ
っ
て
は
当
該

年
度
分
の
市
町
村

民
税
所
得
割
合
算

額
が
右
欄
の
区
分

に
該
当
す
る
世
帯
 

合
を
除
く
。
）
 

第
４
 

市
町
村
民
税
所
得

割
合
算
額
77
,1
01

円
以
上
97
,0
00
円

未
満
 

1,
50
0円

 
20
0円

 
2,
80
0円

 

第
５
 

市
町
村
民
税
所
得

割
合
算
額
97
,0
00

円
以

上
16
9,
00
0

円
未
満
 

2,
40
0円

 
20
0円

 
2,
80
0円

 

第
６
 

市
町
村
民
税
所
得

割
合

算
額

16
9,
00
0円

以
上
 

3,
00
0円

 
20
0円

 
2,
80
0円

 

 

月
分
ま
で
の
利
用

者
負
担
額
の
算
定

に
あ
っ
て
は
当
該

年
度
分
の
市
町
村

民
税
の
額
の
区
分

が
右
欄
の
区
分
に

該
当
す
る
世
帯
 

 

第
４
 

市
町
村
民
税
所
得

割
課
税
額
97
,0
00

円
未
満
 

1,
50
0円

 
20
0円

 
2,
50
0円

 

第
５
 

市
町
村
民
税
所
得

割
課

税
額

16
9,
00
0円

未
満
 

  

2,
40
0円

 
20
0円

 
2,
50
0円

 

第
６
 

市
町
村
民
税
所
得

割
課

税
額

16
9,
00
1円

以
上
 

3,
00
0円

 
20
0円

 
2,
50
0円
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年
度

 

支
給

認
定

申
請

書
（

施
設

型
給

付
費

・
地

域
型

保
育

給
付

費
等

）
・

現
況

届
書

 

 
兼

 
保

育
施

設
等

利
用

申
込

書
・

児
童

台
帳

 

 （
宛

先
）

安
曇

野
市

長
 

（
宛

先
）

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
 

次
の

と
お

り
、

施
設

型
給

付
費

・
地

域
型

保
育

給
付

費
等

に
係

る
支

給
認

定
を

申
請

し
、

保
育

施
設

等
へ

の
入

園
を

申
込

み
ま

す
。

 
 

次
の

と
お

り
、

現
況

の
届

出
を

し
、

保
育

施
設

等
へ

の
入

園
を

申
込

み
ま

す
。

（
記

名
押

印
に

代
え

て
署

名
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
）

 

種
別

（
該

当
に

○
）

 
支

給
認

定
 

 
・

 
 

現
況

届
 

入
園

（
 認

定
こ

ど
も

園
・

保
育

所
・

地
域

型
保

育
・

幼
稚

園
 ）

・
転

園
 

子
ど

も
が

入
園

中
の

園
（

該
当

者
の

み
）

 
認

定
こ

ど
も

園
 

保
育

園
・

幼
稚

園
 

保
護

者
 

（
納

入
義

務
者

）
 

(フ
リ

ガ
ナ

)

氏
 

名
 

   
   

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

   
  

  
 
 
 
 
 

子
ど

も
と

の
続

柄
 

性
別

 

 
 

   
  

 
   

 
   

 
 

 
 
 

 
   

  
 
  

 
㊞

 
 

男
・

女
 

居
住

地
 

申
請

時
の

住
所

 

〒
 

 
 
 
 

‒
 
 

 

生
 年

 月
 日

 
. 

. 
現

在
年

齢
 

 
 

 
 年

  
 月

 
 

 日
 

 
歳

 

入
園

時
の

住
所

（
※

申
請

時
の

住
所

と
変

更
が

あ
る

場
合

の
み

記
入

）
 

〒
 

 
 
 

 
‒
 

  
 

 
安

曇
野

市
 

 
転

入
（

予
定

）
年

月
日

 

  
   
年

 
 

 
 

月
 

 
  

日
 

連
絡

先
 

（
第

一
連

絡
先

に
 

〇
印

を
記

入
）
 

自
宅

 
 

父
 

 携
帯

・
勤

務
先

・
そ

の
他

 

母
 

 携
帯

・
勤

務
先

・
そ

の
他

 

勤
務

先
等

 
障

が
い

 

 
□

 

申
請

に
係

る
 

子
ど

も
 

(フ
リ

ガ
ナ

) 
氏

 
 

 
名

 
生

 年
 月

 日
 

. 
. 

現
在

年
齢

 
性

別
 

身
体

障
害

者
手

帳
・

 

療
育

手
帳

の
有

無
 

 
  

 
 年

  
 

月
  

 
日

 
歳

 
男

・
女

 
 

有
 ・

 無
 

 
（

 
 

 
 

人
き

ょ
う

だ
い

）
の

（
 

   
 

番
目

）
 

①
 

利
用

を
希

望
す

る
期

間
、

施
設

（
事

業
者

）
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

利
用

を
希

望
す

る
期

間
 

  
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

か
ら

 
□

 
 

小
学

校
就

学
前

ま
で

 

□
   

  
 

年
  

 
月

  
 

日
 

希 望 施 設
 

第
１

希
望

 
第

２
希

望
 

第
３

希
望

 

認
定

こ
ど

も
園

 

保
育

園
 

幼
稚

園
 

認
定

こ
ど

も
園

 

保
育

園
 

幼
稚

園
 

認
定

こ
ど

も
園

 

保
育

園
 

幼
稚

園
 

第
４

希
望

 
第

５
希

望
 

※
 利

用
調

整
に

よ
り

第
１

希
望

に
入

園
で

き
ず

、
 

第
２

希
望

以
降

が
未

記
入

の
場

合
は

、
希

望
が

 

な
い

も
の

と
み

な
し

、
他

園
の

入
園

が
で

き
な

 

く
な

り
ま

す
。

 

認
定

こ
ど

も
園

 

保
育

園
 

幼
稚

園
 

認
定

こ
ど

も
園

 

保
育

園
 

幼
稚

園
 

②
 

そ
の

他
の

世
帯

員
 

※
父

母
が

単
身

赴
任

中
や

別
居

中
（

離
別

を
除

く
）

の
場

合
も

世
帯

員
に

含
め

て
く

だ
さ

い
。

 

受
 

付
 

印
 

 
 

 
 

受
付

者
印

 
 

 
 

 
  

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

区
分

 
（

フ
リ

ガ
ナ

）
 

氏
 

 
名

 
子

ど
も

 

と
の

続
柄

 
生

 年
 月

 日
 

. 
. 

現
在

年
齢

 
性

別
 

勤
務

先
又

は
 

学
校

名
等

 
障

が
い

 

上 記 「 保 護 者（ 納 入 義 務 者 ） と 「 申 請 に 係 る

子 ど も 」 以 外 の 世 帯 員 全 員 を ご 記 入 く だ さ い 。

 

 
 

 
 

年
  

  
月

   
日

 
 

男
・

女
 

 
□

 
  

 
 

 
 

年
  

  
月

   
日

 
 

男
・

女
 

 
 

□
 

  

 
 

 
 

年
  

  
月

   
日

 
 

男
・

女
 

 
□

 
  

 
 

 
 

年
  

  
月

   
日

 
 

男
・

女
 

 
□

 
  

 
 

 
 

年
  

  
月

   
日

 
 

男
・

女
 

 
□

 
  

 
 

 
 

 
年

  
  

月
   

日
 

 
 

男
・

女
 

 
□

 
 

〇
祖

父
母

は
裏

面
へ

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
〇

字
は

楷
書

で
は

っ
き

り
と

書
い

て
く

だ
さ

い
。

 

改
正

後
様

式
第

１
号
（

第
６

条
関

係
）

③
 
祖
父
母
の
状
況
（
※
世
帯
分
離
や
同
一
敷
地
内
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
「
同
居
」
と
み
な
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
健
在
の
方
 

の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

区 分
 

（
フ
リ
ガ
ナ
）
 

氏
 
 
名
 

子
ど
も
 

と
の
続
柄
 

. 
. 

現
在
年
齢
 

住
 
 
所
 

（
同
上
の
場
合
は
〃
で
入
力
）
 

職
業
等
 

障
が
い
 

同
居
・
別
居
 

父 方
 

 

祖
父
 

 
 

 
□
 

同
居
・
別
居
 

  

祖
母

 
 

 
 

□
 

同
居
・
別
居

 
 

母 方
 

 

祖
父

 
 

 
 

□
 

同
居
・
別
居

 
  

祖
母

 
 

 
 

□
 

同
居
・
別
居

 
 

④
 
保
育
の
必
要
性
・
理
由
と
希
望
す
る
保
育
の
必
要
量
等
 

（
希
望
す
る
利
用
時
間
を
記
入
し
、
【
２
号
・
３
号
】
か
、
【
１
号
】
の
ど
ち
ら
か
の
み
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
）
 

希
望
利
用
時
間
 

 
 
 
 
午
前
 
 
 

 
 
時
 
 

 
 
 
分

（
登
園
の
時
間
）
 
 
～
 
 
 
午
後
 
 

 
 
時
 
 

 
 
分

（
お
迎
え
の
時
間
）
 

保
護
者
の
労
働
又
は
疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
育
施
設
等
に
お
い
て
保
育
の
利
用
を
希
望
す
る
方
 

【
２
号
・
３
号
】 

 保
育
の
必
要
性
 

あ
り
の
方
 

 

保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
（
該
当
す
る
理
由
に
✔
を
し
て
く
だ
さ
い
）

 

父
 

□
 就

労
・
□
 妊

娠
･出

産
・
□
 疾

病
･障

が
い
・
□
 介

護
等
・
□
 災

害
復
旧
・
□
 求

職
活
動
・
□
 就

学
 
 

□
 虐

待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
・
□
 そ

の
他
（
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
）
 

母
 

□
 就

労
・
□
 妊

娠
･出

産
・
□
 疾

病
･障

が
い
・
□
 介

護
等
・
□
 災

害
復
旧
・
□
 求

職
活
動
・
□
 就

学
 
 

□
 虐

待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
・
□
 そ

の
他
（
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
）
 

認
定
時
間
 

□
（
１
）
短
時
間
 
（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
の
１
日
８
時
間
ま
で
）
 

※
１
か
月
64
時
間
以
上
の
就
労
や
、
介
護
や
就
学
な
ど
の
場
合
 

 □
（
２
）
標
準
時
間
（
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で
の
１
日
11
時
間
ま
で
）
 

 
 
 
 

※
１
か
月
12
0時

間
以
上
の
就
労
や
、
介
護
や
就
学
、
出
産
月
を
除
く
前
３
か
月
、
産
後
６
か
月
間
な
ど

 

長
時
間
保
育
 

□
 利

用
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
 利

用
し
な
い
 

土
曜
保
育
 

□
 利

用
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
 利

用
し
な
い
 

３
歳
以
上
児
で
上
記
の
必
要
と
す
る
理
由
に
該
当
し
な
い
が
、
保
育
施
設
等
の
利
用
を
希
望
す
る
方
 

【
１
号
】
 

 保
育
の
必
要
性
 

な
し
の
方
 

 

希
望
す
る
 

時
間
 

□
 午

前
９
時
か
ら
午
後
３
時
 
１
日
６
時
間
ま
で
 

預
か
り
保
育

の
利
用
 

□
 利

用
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 □

 利
用
し
な
い
 

⑤
 
家
庭
の
状
況
等
 

家
 庭

 の
 状

 況
 

□
 ひ

と
り
親
世
帯
 
・
 
□
 在

宅
障
害
児
（
者
）
の
い
る
世
帯
 
・
 
□
 左

記
以
外
 

ひ
と
り
親
世
帯
 

（
※
対
象
世
帯
の
み
記
入
）
 
保
険
証
（
 □

社
保
【
本
人
・
扶
養
】
・
□

国
保
【
世
帯
主
・
そ
の
他
】
・
□

共
済
組
合
【
本
人
・
扶
養
】
・
そ
の
他
 ）
 

児
童
扶
養
手
当
受
給
（
 □

有
 ・

□
無
 ）

発
生
事
由
（
□

離
婚
・
□

死
別
・
□

未
婚
・
□

そ
の
他
 ）

 

生
活
保
護
の
適
用
 

無
 ・

 有
 （

 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
保
護
開
始
）
 

⑥
 
児
童
の
健
康
状
態
 

該
当
す
る
項
目
に
✔
を

し
て
く
だ
さ
い
 

□
 健

康
で
あ
る
 
・
 
□
 病

弱
で
あ
る
 
・
 
□
 発

達
に
心
配
が
あ
る
 
・
 
□
 食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
 

そ
の
他
（
集
団
保
育
の
上
で
心
配
な
こ
と
が
あ
る
場
合
な
ど
は
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

⑦
 
情
報
閲
覧
等
の
同
意
 

情
報
閲
覧
等
の
同
意
 

□
 保

育
の
利
用
に
関
す
る
市
県
民
税
及
び
世
帯
情
報
、
健
康
管
理
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
母
子
保
健
情
報
を
閲
覧
 

及
び
調
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
す
 

改
正

後
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様
式

第
１

号
（
第

６
条

関
係

）
 

年
度

 

支
給

認
定

申
請

書
（

施
設

型
給

付
費

・
地

域
型

保
育

給
付

費
等

）
・

現
況

届
書

 
 

兼
 

保
育

施
設

等
利

用
申

込
書

・
児

童
台

帳
 

（
宛

先
）

安
曇

野
市

長
 

（
宛

先
）

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
 

次
の

と
お

り
、

施
設

型
給

付
費

・
地

域
型

保
育

給
付

費
等

に
係

る
支

給
認

定
を

申
請

し
、

保
育

施
設

等
へ

の
入

園
を

申
込

み
ま

す
。

 
 

次
の

と
お

り
、

現
況

の
届

出
を

し
、

保
育

施
設

等
へ

の
入

園
を

申
込

み
ま

す
。

（
記

名
押

印
に

代
え

て
署

名
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
）

 

種
別

（
該

当
に

○
）

 
支

給
認

定
 

 
・

 
 

現
況

届
 

入
園

（
 

認
定

こ
ど

も
園

 
・

 
保

育
所

 
・

 
地

域
型

保
育

 
・

 
幼

稚
園

 
）

 
・

 
転

園
 

保
護

者
 

（
納

入
義

務
者

）
 

(
フ

リ
ガ

ナ
)
 

氏
 

名
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
子

ど
も

が
入

園
中

の
園

（
該

当
者

の
み

）
 

㊞
 

 
認

定
こ

ど
も

園
 

保
育

園
 

幼
稚

園
 

居
住

地
 

申
請

時
の

住
所

 
〒

 
 

 
 
–
 

 
 入

園
時

の
住

所
 

〒
 

 
 

 
–
 

安
曇

野
市

 

転
入

（
予

定
）

年
月

日
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

連
絡

先
 

（
第

一
連

絡
先

に
〇

印
を

記
入

）
 

自
宅

 
父

 
 

携
帯

・
勤

務
先

・
そ

の
他

 

母
 

 
携

帯
・

勤
務

先
・

そ
の

他
 

申
請

に
係

る
 

子
ど

も
 

(
フ

リ
ガ

ナ
)
 

氏
 

 
 

名
 

生
 
年

 
月

 
日

 
年

月
日

 
現

在
年

齢
 

性
別

 

身
体

障
害

者
手

帳
・

 
療

育
手

帳
の

有
無

 

 
 
 

 
 
年

 
 
 

月
 
 
 

日
 

歳
 

男
・

女
 

有
 
・

 
無

 
 

（
 

 
 

 
人

き
ょ

う
だ

い
）

の
（

 
 

 
 

番
目

）
 

①
 

利
用

を
希

望
す

る
期

間
、

施
設

（
事

業
者

）
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

利
用

を
希

望
す

る
期

間
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

か
ら

 
□

 
 

小
学

校
就

学
前

ま
で

 

□
 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

希 望 施 設
 

第
１

希
望

 
第

２
希

望
 

第
３

希
望

 

認
定

こ
ど

も
園

 
保

育
園

 
幼

稚
園

 

認
定

こ
ど

も
園

 
保

育
園

 
幼

稚
園

 

認
定

こ
ど

も
園

 
保

育
園

 
幼

稚
園

 

第
４

希
望

 
第

５
希

望
 

※
 

利
用

調
整

に
よ

り
第

１
希

望
に

入
園

で
き

ず
、

 
第

２
希

望
以

降
が

未
記

入
の

場
合

は
、

希
望

が
 

な
い

も
の

と
み

な
し

、
他

園
の

入
園

が
で

き
な

 
く

な
り

ま
す

。
 

認
定

こ
ど

も
園

 
保

育
園

 
幼

稚
園

 

認
定

こ
ど

も
園

 
保

育
園

 
幼

稚
園

 

②
 

世
帯

の
状

況
 

※
父

母
が

単
身

赴
任

中
や

別
居

中
（

離
別

を
除

く
）

の
場

合
も

世
帯

員
に

含
め

て
く

だ
さ

い
。

 
〇

祖
父

母
は

裏
面

へ
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

〇
字

は
楷

書
で

は
っ

き
り

と
書

い
て

く
だ

さ
い

。
 

     

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

区 分
 

（
フ

リ
ガ

ナ
）

 
氏

 
 

名
 

子
ど

も
 

と
の

続
柄

 
生

 
年

 
月

 
日

 
年

月
日

 
現

在
年

齢
 

性
別

 
勤

務
先

又
は

 
学

校
名

等
 

障
が

い
 

子 ど も の 世 帯 員 （ 同 居 世 帯 員 含 む ）  

 
申

請
に

係
る

子
ど

も
 

本
人

 
 

 
 

年
 
 
 
  

月
 
 

 
 
日

 
 

 
男

・
女

 
 

□
 

  

父
 

 
 

 
年

 
 
 
  

月
 
 

 
 
日

 
 

 
男

 
 

□
 

  

母
 

 
 

 
 

年
 
 
 
  

月
 
 

 
 
日

 
 

 
女

 
 

□
 

  

 
 

 
 

 
年

 
 
 
 
 
月

 
 

 
 
日

 
 

 
男

・
女

 
 

□
 

  

 
 

 
 

 
年

 
 
 
 
 
月

 
 

 
 
日

 
 

 
男

・
女

 
 

□
 

  

 
 

 
 

 
年

 
 
 
 
 
月

 
 

 
 
日

 
 

 
男

・
女

 
 

□
 

  

 
 

 
 

 
年

 
 
 
 
 
月

 
 

 
 
日

 
 

 
男

・
女

 
 

□
 

 

改
 
正

 
前

 

 

③
 

祖
父

母
の

状
況

 

区 分
 

（
フ

リ
ガ

ナ
）

 

氏
 

 
名

 

子
ど

も
 

と
の

続
柄

 
生

 
年

 
月

 
日

 
 

現
在

年
齢

 

住
 

 
所

 

（
別

居
の

場
合

の
み

）
 

職
業

等
 

障
が

い
 

同
居

・
別

居
 

父 方
 

 

祖
父

 
・

 
・

 
 

 
 

□
 

同
居

・
別

居
 

  

祖
母

 
・

 
・

 
 

 
 

□
 

同
居

・
別

居
 

 

母 方
 

 

祖
父

 
・

 
・

 
 

 
 

□
 

同
居

・
別

居
 

  

祖
母

 
・

 
・

 
 

 
 

□
 

同
居

・
別

居
 

 

④
 

保
育

の
必

要
性

・
理

由
と

希
望

す
る

保
育

の
必

要
量

等
 

（
希

望
す

る
利

用
時

間
を

記
入

し
、

２
号

・
３

号
か

、
１

号
の

ど
ち

ら
か

の
み

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
）

 

希
望

利
用

時
間

 
 

 
 

 
 

午
前

 
 

 
 

時
 

 
 

 
分

（
登

園
の

時
間

）
 

 
～

 
 

 
午

後
 

 
 

時
 

 
 

 
分

（
お

迎
え

の
時

間
）

 

保
護

者
の

労
働

又
は

疾
病

等
の

理
由

に
よ

り
、

保
育

施
設

等
に

お
い

て
保

育
の

利
用

を
希

望
す

る
方

 

【
２

号
・

３
号

】
 

 保
育

の
必

要
性

 

あ
り

の
方

 

 

保
育

を
必

要
と

す
る

理
由

（
該

当
す

る
理

由
に

✔
を

し
て

く
だ

さ
い

）
 

父
 

□
 
就

労
・

□
 
妊

娠
･
出

産
・

□
 
疾

病
･
障

が
い

・
□

 
介

護
等

・
□

 
災

害
復

旧
・

□
 
求

職
活

動
・

□
 
就

学
 

 

□
 
虐

待
や

Ｄ
Ｖ

の
お

そ
れ

・
□

 
そ

の
他

（
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

母
 

□
 
就

労
・

□
 
妊

娠
･
出

産
・

□
 
疾

病
･
障

が
い

・
□

 
介

護
等

・
□

 
災

害
復

旧
・

□
 
求

職
活

動
・

□
 
就

学
 

 

□
 
虐

待
や

Ｄ
Ｖ

の
お

そ
れ

・
□

 
そ

の
他

（
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

認
定

時
間

 

□
（

１
）

短
時

間
 

（
午

前
８

時
3
0
分

か
ら

午
後

４
時

3
0
分

ま
で

の
１

日
８

時
間

ま
で

）
 

※
１

か
月

6
4
時

間
以

上
の

就
労

や
、

介
護

や
就

学
な

ど
の

場
合

）
 

 

□
（

２
）

標
準

時
間

（
午

前
７

時
3
0
分

か
ら

午
後

６
時

3
0
分

ま
で

の
１

日
1
1
時

間
ま

で
）

 

 
 

※
１

か
月

1
2
0時

間
以

上
の

就
労

や
、

介
護

や
就

学
、

出
産

月
を

除
く

前
３

か
月

、
産

後
６

か
月

間
な

ど
 

長
時

間
保

育
 

□
 
利

用
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
 
利

用
し

な
い

 

土
曜

保
育

 
□

 
利

用
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
 
利

用
し

な
い

 

３
歳

以
上

児
で

上
記

の
必

要
と

す
る

理
由

に
該

当
し

な
い

が
、

保
育

施
設

等
の

利
用

を
希

望
す

る
方

 

【
１

号
】

 

 保
育

の
必

要
性

 

な
し

の
方

 

 

希
望

す
る

 

時
間

 
□

 
午

前
９

時
か

ら
午

後
３

時
 

１
日

６
時

間
ま

で
 

預
か

り
保

育
の

利
用

 
□

 
利

用
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
□

 
利

用
し

な
い

 

⑤
 

家
庭

の
状

況
等

 

家
 
庭

 
の

 
状

 
況

 
□

 
ひ

と
り

親
世

帯
 

・
 

□
 
在

宅
障

害
児

（
者

）
の

い
る

世
帯

 
・

 
□

 
左

記
以

外
 

ひ
と

り
親

世
帯

 
保

険
証

（
 
□

社
保

【
本

人
・

扶
養

】
・

□
国

保
【

世
帯

主
・

そ
の

他
】

・
□

共
済

組
合

【
本

人
・

扶
養

】
・

そ
の

他
 
）

 
児

童
扶

養

手
当

受
給

（
 
□

有
 
・

□
無

 
）

発
生

事
由

（
□

離
婚

・
□

死
別

・
□

未
婚

・
□

そ
の

他
 
）

 

生
活

保
護

の
適

用
 

無
 
・

 
有

 
（

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
保

護
開

始
）

 

⑥
 

児
童

の
健

康
状

態
 

該
当

す
る

項
目

に
✔

を
し

て

く
だ

さ
い

 

□
 
健

康
で

あ
る

 
・

 
□

 
病

弱
で

あ
る

 
・

 
□

 
発

達
に

心
配

が
あ

る
 

・
 

□
 
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

が
あ

る
 

そ
の

他
（

集
団

保
育

の
上

で
心

配
な

こ
と

が
あ

る
場

合
な

ど
は

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
）

 

 

 

改
 
正

 
前
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⑦
個

人
番

号
（

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

）
記

入
欄

 
1
 
申

請
者

（
保

護
者

（
納

入
義

務
者

）
）

 
○

下
記

記
入

欄
に

申
請

者
（

保
護

者
（

納
入

義
務

者
）
）

の
必

要
事

項
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

氏
名

 
子

ど
も

と
の

 

 
続

柄
 

 
個

人
番

号
（

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

）
 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 ○
申

請
者

（
保

護
者

（
納

入
義

務
者

）
）

の
本

人
確

認
の

た
め

、
下

記
の

①
〜

③
の

い
ず

れ
か

の
書

類
の

写
し

を
添

付
し

て
く

だ
さ

い
。

 
①

個
人

番
号

（
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
）

カ
ー

ド
の

写
し

※
必

ず
表

と
裏

の
両

面
の

写
し

を
添

付
し

て
く

だ
さ

い
。

 
②

通
知

カ
ー

ド
及

び
身

元
確

認
書

類
 

③
個

人
番

号
が

記
載

さ
れ

た
住

民
票

 
及

び
 

身
元

確
認

書
類

 

身
元

確
認

書
類

に
つ

い
て

 

下
記

の
書

類
か

ら
1

点
（

顔
写

真
付

で
あ

っ
て

公
的

機
関

が
発

行
し

た
も

の
）

 
左

記
の

身
元

確
認

書
類

を
有

し
て

い
な

い
場

合
は

、
下

記
の

書
類

か
ら

2
点

 

運
転

免
許

証
、

運
転

経
歴

証
明

書
、

パ
ス

ポ
ー

ト
、

住
民

基
本

台
帳

カ
ー

ド
 

（
顔

写
真

付
の

も
の

）
、

在
留

カ
ー

ド
、

身
体

障
害

者
手

帳
等

 

健
康

保
険

証
、

介
護

保
険

被
保

険
者

証
、

年
金

手
帳

、
年

金
証

書
、

児
童

扶
養

手
当

証
書

、
特

別
児

童
扶

養
手

当
証

書
、

源
泉

徴
収

票
等

 

 2
 
申

込
（

ま
た

は
利

用
中

）
の

児
童

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

な
お

、
本

人
確

認
の

た
め

の
書

類
の

添
付

は
不

要
で

す
。

 

 
氏

名
 

子
ど

も
と

の
 

 
続

柄
 

個
人

番
号

（
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
）

 

 
 

本
人

 
 

 
 

 
-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 3
 
そ

の
他

の
世

帯
員

 
○

申
請

者
（

保
護

者
（

納
入

義
務

者
）
）

と
申

込
（

利
用

）
児

童
以

外
の

世
帯

員
全

員
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 
申

込
（

利
用

）
児

童
と

別
居

し
て

い
る

保
護

者
（

単
身

赴
任

等
）

の
記

入
も

必
要

で
す

。
な

お
、

本
人

確
認

の
た

め
の

書
類

の
添

付
は

不
要

で
す

。
 

氏
名

 
子

ど
も

と
の

 

 
続

柄
 

個
人

番
号

（
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
）

 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

-
 

 
 

 
 

※
安

野
市

記
載

欄
以

下
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

 
   

番
号

確
認

 
 

確
認

年
月

日
 

確
認

者
印

 

□
個

人
番

号
カ

ー
ド

（
表

・
裏

）
 

□
通

知
カ

ー
ド

 
□

個
人

番
号

記
載

の
住

民
票

 
 

□
そ

の
他

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 
 

 
身

元
確

認
（

個
人

番
号

力
ー

ド
提

示
の

場
合

は
不

要
）

 

顔
写

真
付

身
分

証
明

（
以

下
か

ら
1

点
）

 

 □
運

転
免

許
証

 
□

運
転

経
歴

証
明

書
 

 
□

パ
ス

ポ
ー

ト
 

□
住

民
基

本
台

帳
カ

ー
ド

（
顔

写
真

付
の

も
の

）
□

在
留

カ
ー

ド
 

□
身

体
障

害
者

手
帳

等
 

□
そ

の
他

（
 

 
 

）
 

そ
の

他
身

元
確

認
書

類
 

 

（
左

記
の

身
元

確
認

書
類

を
有

し
て

い
な

い
場

合
は

以
下

か
ら

2
点

）
 

□
健

康
保

険
証

 
 

□
介

護
保

険
被

保
険

者
証

 
□

年
金

手
帳

 

□
年

金
証

書
 

□
児

童
扶

養
手

当
証

書
 

 

□
特

別
児

童
扶

養
手

当
証

書
 

□
源

泉
徴

収
票

等
 

□
そ

の
他

（
 

）
 

改
 
正

 
前

 

 

  

閲
覧

等
に

関
す

る
同

意
欄

 

（
宛

先
）

安
曇

野
市

長
 

（
宛

先
）

教
育

委
員

会
 

１
 

施
設

利
用

に
伴

い
、

利
用

者
負

担
額

算
定

に
必

要
な

収
入

及
び

就
労

状
況

を
確

認
す

る
た

め
の

市
県

民
税

課
税

情
報

、
ま

た
、

施
設

で
の

健
康

管
理

を
円

滑
に

進
め

る
た

め
の

母
子

保
健

情
報

の
閲

覧
及

び
調

査
す

る
こ

と
に

つ
い

て
同

意
し

ま
す

。
（

記
名

押
印

に
代

え
て

署
名

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
）

 

保
護

者
氏

名
 

 

保
護

者
氏

名
 

印
 

 
印

 

 
 
 年

１
月

1
日

現
在

住
所

 
 

 
 
 
年

１
月

1
日

現
在

住
所

 

 
 
 年

1
月

1
日

現
在

住
所

（
上

記
と

同
じ

場
合

は
記

載
不

要
）

 
 

 
 
 
年

1
月

1
日

現
在

住
所

（
上

記
と

同
じ

場
合

は
記

載
不

要
）

 

 

２
 

施
設

利
用

に
伴

い
、

利
用

者
負

担
額

算
定

に
必

要
な

収
入

及
び

就
労

状
況

を
確

認
す

る
た

め
の

市
県

民
税

課
税

情
報

の
閲

覧
及

び
調

査
す

る
こ

と
に

つ
い

て
同

意
し

ま
す

。
（

記
名

押
印

に
代

え
て

署
名

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
）

 

 
同

居
世

帯
員

 
※

同
居

（
み

な
し

同
居

を
含

む
）

す
る

祖
父

母
等

記
入

 

氏
名

 

 

氏
名

 

印
 

 
印

 

住
所

 
 

住
所

 

児
童

と
の

続
柄

 
 

児
童

と
の

続
柄

 

 

 

※
市

記
載

欄
 

 
認

定
の

可
否

 
支

給
認

定
証

番
号

 
 

認
定

区
分

等
 

 
可

 
 

認
定

日
：

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

否
 

 
理

 
由

：
 

 

□
1

号
 

□
2

号
 

□
3

号
 

□
短

 
□

標
準

 

前
年

度
分

 

（
4
～

8
月

）
 

市
民

税
所

得
割

額
 

階
 

層
 

子
 

目
 

年
 

齢
 

利
用

者
担

額
 

確
認

欄
 

□
 

当
年

度
分

 

（
9
～

3
月

）
 

市
民

税
所

得
割

額
 

階
 

層
 

子
 

目
 

年
 

齢
 

利
用

者
負

担
額

 
確

認
欄

 

□
 

課
長

 
園

長
 

係
長

 
担

当
 

備
考

欄
 

 
 

 
 

 

 

改
 
正

 
前
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式

第
４

号
（
第

６
条

関
係

）
 

支
給

認
定

申
請
書

・
保

育
施

設
等

利
用

申
込

書
記

載
事

項
変

更
申

請
書

 

年
 

 
 

 
 

月
 

 
 

 
 

日
 

（
宛

先
）

 
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

届
出

を
行

う
保

護
者

）
住

 
 
所

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
氏

 
名

：
 

 
 

 
 
連

絡
先

：
 

 
子

ど
も

の
た

め
の

教
育

・
保

育
給

付
に

係
る

支
給

認
定

の
変

更
（

届
出

事
項

の
変

更
）

に
つ

い
て

、
次

の
と

お
り

申
請

し
ま

す
。

 

 
以

下
の

該
当

す
る

変
更
事

項
に

チ
ェ

ッ
ク

（
☑

）
し

て
く

だ
さ

い
。

 

  ※
変

更
が

あ
る

場
合

は
、

前
月

2
5
日

ま
で

に
保

育
施

設
等

に
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

※
変

更
後

の
入

所
要

件
等

は
、

提
出

さ
れ

た
 

月
の

翌
月

か
ら

の
適

用
と

な
り

ま
す

。
 

※
関

係
書

類
等

を
添

付
の

う
え

、
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 

（
確

認
欄

）
 

（
利

用
者
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担

額
算

定
確

認
欄

）
 

園
長

 
保

育
担

当
 
 

認
定

区
分

 
所

得
割

額
 

階
層

 
同

時
通

園
 

特
例

区
分

 
利

用
者

負
担

額
 

 
 

 
□

１
号

 

 
□

２
号

短
 
 
□

２
号

標
準

 

 
□

３
号

短
 
 
□

３
号

標
準

 

円
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層

 

／
 

 
□

 
無

 
 

□
 
多

子
世

帯
 
 

□
 
要

保
護

 
(
保

育
料

）
 

円
 

特
例

多
子

 

 
□

 
１

子
目

 
□

 
２

子
目

 
 

□
 
３

子
目

 
（

副
食

費
）

 

 
免

除
 
・

 
2
,
5
0
0
円

 
・

 
4
,
5
0
0
円

 
市

独
自

減
免

 

 
□

 
多

子
 

 
 

□
 
特

例
 

口
座

振
替

 
 

・
 

 
納

付
書

 
 

児
童

名
 

園
年

齢
 

利
用

（
申

込
）

施
設

の
名

称
 

利
用

区
分

 

 
□

 
年

長
 
 
 

□
 
２

歳
 

□
 
年

中
 
 
 

□
 
１

歳
 

□
 
年

少
 

 
□

 
０

歳
 

□
 
認

定
こ

ど
も

園
 

□
 
保

育
園

 

□
 
幼

稚
園

 

 
□

 
申

請
中

 

 
□

 
利

用
中

 

 
□

 
利

用
予

定
 

 
（

生
年

月
日

：
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
）

 

 
□

 
年

長
 
 
 

□
 
２

歳
 

□
 
年

中
 
 
 

□
 
１

歳
 

□
 
年

少
 

 
□

 
０

歳
 

□
 
認

定
こ

ど
も

園
 

□
 
保

育
園

 

□
 
幼

稚
園

 

 
□

 
申

請
中

 

 
□

 
利

用
中

 

 
□

 
利

用
予

定
 

 
（

生
年

月
日

：
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
）

 

 
□

 
年

長
 
 
 

□
 
２

歳
 

□
 
年

中
 
 
 

□
 
１

歳
 

□
 
年

少
 

 
□

 
０

歳
 

□
 
認

定
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園
 

□
 
保

育
園

 

□
 
幼

稚
園

 

 
□

 
申

請
中

 

 
□

 
利

用
中

 

 
□

 
利

用
予

定
 

 
（

生
年

月
日

：
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
）

 

変
更

事
項

 
変

更
前

 
変

更
後

 
添

付
書

類
 

□
 
住

所
 

（
住

所
）

 
（

住
所

）
 

 

 
【

住
所

変
更

日
 
：

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

 
月

 
 

 
 

 
日

 
】

 

□
 
保

護
者

 

（
氏

名
）

 
（

氏
名

）
 

（
婚

姻
）

 
 

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

関
係

書
類

 

 
 

 
 

 
 

保
育

を
必

要
と

す
る

事
由

に
関

す
る

書
類

 

 
【

変
更

事
由

 
 

：
 

□
 
婚

姻
 

 
 

□
 
離

婚
 

 
 

□
 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
】

 

 
【

事
象

発
生

日
 
：

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

 
月

 
 

 
 

 
日

 
】

 

（
離

婚
）

 
保

育
料

に
係

る
申

立
書

 

 
 

 
 

 
 

保
険

証
（

親
・

子
）

の
コ

ピ
ー

 

 
 

 
 

 
 

戸
籍

謄
本

 

□
 
勤

務
先

等
 

 
（

該
当

者
）

 

 
 
 

□
 
父

 
□

 
母

 

（
勤

務
先

等
）

 
（

勤
務

先
等

）
 

（
就

労
：

勤
務

者
）

 
 

 
様

式
①

 
就

労
証

明
書

 

（
就

労
：

自
営

農
業

）
 

 
様

式
①

 
就

労
証

明
書

 

（
就

労
：

専
従

者
）

 
 

 
様

式
②

 
事

業
従

事
状

況
証

明
書

 

 
【

変
更

事
由

：
 

□
 
転

職
 

□
 
退

職
・

離
職

 
□

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
）
】

 

 
【

事
象

発
生

日
 
：

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

 
月

 
 

 
 

 
日

 
】

 

 

□
 
保

育
を

必
要

と
す

る
 

 
 

事
由

 

（
父

親
）

 

 
□

 
就

労
 

 
 
 

 
 
□

 
災

害
復

旧
 

、
出

産
 

 
 

 
 

 
□

 
求

職
 

 
□

 
疾

病
・

障
が

い
 
□

 
就

学
 

 
□

 
介

護
・

看
護

 
 
 
□

そ
の

他
 

（
父

親
）

 

 
□

 
就

労
 

 
 

 
 

□
 
災

害
復

旧
 

 
□

 
妊

娠
、

出
産

 
 
□

 
求

職
 

 
□

 
疾

病
・

障
が

い
 
□

 
就

学
 

 
□

 
介

護
・

看
護

 
 

□
そ

の
他

 

（
就

労
：

勤
務

者
）

 
 

 
様

式
①

 
就

労
証

明
書

 

（
就

労
：

自
営

農
業

）
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式
①

 
就
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証

明
書

 

（
就

労
：

専
従

者
）
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式
②

 
事

業
従

事
状

況
証

明
書

 

（
妊

娠
・

出
産

）
 

 
 

 
母

子
健

康
手

帳
の

コ
ピ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
母

親
の

氏
名

及
び

出
産

予
定

日
の

記
載

部
分

 

（
疾

病
）

 
 

 
 

 
 

 
様

式
④

 
診

断
書

 

（
母

親
）

 

 
□

 
就

労
 
 

 
 

 
 

□
 
災

害
復

旧
 

 
□

 
妊

娠
、

出
産

 
 

□
 
求

職
 

 
□

 
疾

病
・

障
が

い
 
□

 
就

学
 

 
□

 
介

護
・

看
護

 
 
 
□

そ
の

他
 

（
母

親
）

 

 
□

 
就

労
 

 
 

 
 

□
 
災

害
復

旧
 

 
□

 
妊

娠
、

出
産

 
 

□
 
求

職
 

 
□

 
疾

病
・

障
が

い
 
□

 
就

学
 

 
□

 
介

護
・

看
護

 
 
 
□

そ
の

他
 

（
介

護
・

看
護

）
 

 
 

 
様

式
⑤

 
介

護
・

看
護

申
告

書
 

様
式

④
 
診

断
書

 
又

は
障

害
者

手
帳

等
の

コ
ピ

ー
 

（
求

職
活

動
）

 
 

 
 

 
様

式
③

 
求

職
に

関
す

る
申

立
書

 

（
就

学
）

 
 

 
 

 
 

 
学

生
証

 
又

は
 
在

学
証

明
書

の
コ

ピ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
コ

ピ
ー

 

□
 
出

産
（

予
定

）
日

 

(
予

定
日

)
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

(
出

産
日

)
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

※
出

産
月

を
除

く
、

産
後

６
ケ

月
を

迎
え

る
方

 

 
保

育
の

必
要

性
あ

り
⇒

２
号

・
３

号
へ

変
更

 
※

様
式

①
～

様
式

⑤
が

必
要

 

 
保

育
の

必
要

性
な

し
⇒

１
号

へ
変

更
（

年
少

～
年

長
）

又
は

退
園

（
未

満
児

）
 

□
 
支

給
認

定
区

分
 

 
 

保
育

必
要

量
 

 
□

 
１

号
 

 
□

 
２

号
 
（

□
 
標

準
時

間
 

□
 
短

時
間

 
）

 

 
□

 
３

号
 
（

 
□

 
標

準
時

間
 
□

 
短

時
間

 
）

 

 
□

 
１

号
 

 
□

 
２

号
 
（

 
□

 
標

準
時

間
 

 
□

 
短

時
間

 
）

 

 
□

 
３

号
 
（

 
□

 
標

準
時

間
 

 
□

 
短

時
間

 
）

 

※
１

号
：

年
少

～
年

長
で

、
保

育
の

必
要

性
が

な
い

方
 

 
２

号
：

年
少

～
年

長
で

、
保

育
の

必
要

性
が

あ
る

方
 

 
３

号
：

未
満

児
で

、
保

育
の

必
要

性
が

あ
る

方
 

□
 
利

用
時

間
 

 
 
 
時

 
 

分
 

～
 

 
 

時
 

 
分

 
 

 
 

時
 

 
分

 
～

 
 

 
時

 
 

分
 

原
則

的
な

教
育

・
保

育
時

間
を

超
過

し
施

設
を

利
用

さ
れ

る
場

合
 

 
 

１
号

認
定

の
方

 
 

 
・

・
・

 
預

か
り

保
育

申
請

書
 

 
※

利
用

の
有

無
 

 
 

 
 

預
か

り
保

育
・

・
・

□
有

 
 
 
□

無
 

 
 

 
 

長
時

間
保

育
・

・
・

□
有

 
 

□
無

 

 
※

利
用

の
有

無
 

 
 

 
 

預
か

り
保

育
・

・
・

□
有

 
 
 
□

無
 

 
 

 
 

長
時

間
保

育
・

・
・

□
有

 
 
 

□
無

 

 
 

２
、

３
号

認
定

の
方

 
・

・
・

 
長

時
間

保
育

申
請

書
 

※
認

定
区

分
の

変
更

後
に

お
い

て
も

施
設

超
過

利
用

申
請

を
行

う
 

 
場

合
、

変
更

前
に

利
用

し
て

い
た

申
請

の
解

除
が

必
要

で
す

。
 

□
 
入

所
日

 
 

 
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 
 

□
 
認

定
期

間
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
か

ら
適

用
 

 

改
 正

 前
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 【教育委員会定例会提出資料】 

報告第１号 教育部 学校教育課 

令和６年７月 19 日提出 (課長)上條貴芳 (係長)高橋満 

 

タイトル 穂高北小学校スクールバスに係る陳情について 

要旨 
令和６年６月定例会で採択された陳情について、議会より教育長

宛に送付があり、これを収受したので、報告するもの。 

要旨 

１ 件名 

穂高北小学校狐島区スクールバス等の、児童の安全確保を目的

とした柔軟な運用について 

 

２ 陳情事項 

(１) 穂高北小学校狐島区スクールバスの通学距離による利用基

準を緩和すること。 

(２) スクールバス停留所は、児童が歩道を歩き安全に登下校でき

る場所を基本とすること。 

(３) (１)(２)は、状況の変化に応じ見直していくこと。 

(４) 全ての安曇野市立小学校１のスクールバス運行について、見

直しと改善を図ること。 

 

３ 市議会の対応 

 採択 

 

（以 上） 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第２号 教育部 学校教育課 

令和６年７月 19 日提出 (課長) 上條貴芳  (担当) 塩原邦哲 

  

件名 穂高北小学校スクールバスに係る要望について 

要旨 

豊里区におけるスクールバス利用に係る従来の乗車基準を見直し、

令和６年４月から運行を開始した。この度、人家の少ない田園地帯

や野生鳥獣の出没区域が通学路となっている地理的状況から、安全

確保のため、さらに乗車基準を見直し、豊里区全児童がスクールバ

スを利用できるように要望書が提出されたものを報告するもの。 

説明 

経過 

穂高北小学校におけるスクールバス利用基準は学校から片道４㎞

以上とし運用されてきたところ、野生鳥獣の出没や気候変動に対す

る体力面の不安、人家のない区間の通学を余儀なくされることから

の安全面の不安等を危惧し、豊里区からスクールバスの利用基準の

緩和を求める要望は以前から繰り返しなされてきた。 

 令和5年度に同区から、危機管理に不安がある低学年児童についてだ

けでも、救済措置としての基準緩和を求める要望がされた。 

これを受け、利用基準を一部見直し、1，2 学年の低学年で、所定のバ

ス停まで徒歩で行けること、下校時に相当の距離にわたり単独下校とな

ること、通学距離が３.5km 以上である等の条件を満たす児童について

は、スクールバス利用を認めることとし、令和６年４月から運用が開始さ

れている。 

 

 今回の要望は、４月から認められた児童についても３学年に達した後

は、単独通学となり安全確保が十分に保てない状況に陥ることが懸念さ

れるため、さらに利用基準を見直し「豊里区全児童のバス利用を求める」

ことを主旨としたものである。 

 

 

 

（以 上） 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第３号 教育部 学校教育課 

令和６年７月 19 日提出 (課長)上條貴芳 (担当係長)中田吉成 

  

タイトル 三郷小学校長寿命化改良工事 建築主体工事に係る変更契約について 

要旨 
三郷小学校長寿命化改良工事について、既に契約している建築主体工事

に機械設備工事（Ⅰ期・Ⅱ期）の内容を追加する変更契約を行うもの。 

 

１ 経過  

三郷小学校長寿命化改良工事（建設主体工事・電気設備工事・機械設

備工事）については、令和５年度に建築主体工事、電気設備工事の契約

をそれぞれ締結した。しかし、機械設備工事については、令和５年度に

実施予定であったⅠ期工事分が８回の入札不調等となっていた。 

 

２ 変更契約の内容 

 既に契約している建築主体工事（契約日：令和５年９月 22 日、請負

業者：北野・山共特定建設工事共同企業体）に機械設備工事Ⅰ期及びⅡ

期を加え一体施工する調整が整ったことから、原契約の変更を行う。 

 

３ 契約状況 

(１) 建築主体工事 請負業者：北野・山共特定建設工事共同企業体 

契 約 日：令和５年９月 22 日 

(２) 電気設備工事 請負業者：TOSYS・有賀電気特定建設工事共同企

業体 

契 約 日：令和５年 10 月 23 日 

(３) 機械設備工事 当初：契約日から令和８年３月 18 日までとして

公告 

            令和５年９月８日 入札参加申込なし（特

定ＪＶ）の他７回の入札を実施したが、不

調（応札者なし）。  

 

４ 工事概要 

 裏面工事概要参照 
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例
教
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委
員
会
資
料
 
学
校
庶
務
担
当
 
中
田
作
成

（
右
図
）

階
層
・
面
積

特
別
教
室
棟
 

平
屋

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

 
45
2㎡

①
特
別
教
室
、
4年

生
棟

３
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

1,
60
3㎡

②
昇
降
口
、
図
書
館
棟

２
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

71
8㎡

③
３
年
生
棟

２
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

92
1㎡

④
１
年
生
棟

平
屋

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

1,
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2㎡

⑤
職
員
室
、
６
年
生
棟

３
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

1,
70
6㎡

（
右
図
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２
 
仮
設
校
舎
設
置
場
所

 
リ
ー
ス
契
約
に
て
６
月
に
契
約
し
、
令
和
５
年
度
校
庭
北
側
に
配
置

仮
設
校
舎
１
を
９
月
末
、
仮
設
校
舎
２
を
令
和
６
年
２
月
ま
で
に
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置
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※
校
庭
の
使
用
に
つ
い
て
は
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化
公
園
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ン
ド
を
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用
し
ま
す
。
平
屋

令
和
６
年
度
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庫
等
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２
階
建
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10
0㎡

特
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支
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教
室
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員
室
、
理
科
室
等
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和
６
・
７
年
度
使
用
。
普
通
教
室
、

渡
り
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設
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舎
動
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用

仮
設
校
舎
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（
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レ
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ブ
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２
 
仮
設
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舎

実
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仮
設
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舎
１

（
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レ
ハ
ブ
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令
和
７
年
度
（
Ⅲ
期
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（
緑
）

（
青
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令
和
５
年
度
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調
理
室
・
図
工
室
使
用

１
 
工
事
実
施
計
画

１
 
工
事
実
施
箇
所

令
和
５
年
度
（
Ⅰ
期
）

三
郷
小
学
校
長
寿
命
化
改
良
工
事
 
 
（
令
和
５
年
度
〜
令
和
７
年
度
実
施
）
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和
６
年
度
（
Ⅱ
期
）

（
赤
）
令
和
６
年
度

実
施
年
度

１

２

３

４

５

仮
設
校
舎
２

仮
設
校
舎
１

渡
り
廊
下

校
庭

三
郷

文
化

公
園
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【教育委員会提出資料】 

報告第４号 教育部 文化課 

令和６年７月 19 日提出 (課長)三澤 新弥 (係長)堀 久士 

  

件名 安曇野市文化財保存活用地域計画策定協議会委員の委嘱等について 

要旨 
安曇野市文化財保存活用地域計画策定協議会の委員に委嘱（市職員にあっ

ては任命）することについて報告するもの。 

説明 

安曇野市情報公開条例 （平成 18 年安曇野市条例第５号）第５条 第１項第

２号に規定する個人に関する情報であって、特定の個人が識別され、又は

識別され得るものに該当するものであるため、非公開とします。 

 

 

 

 

 

 

 



【教育委員会提出資料】 

報告第５号 教育部 子ども家庭支援課 

令和６年７月 19 日提出 (課長) 山越 寿彦  (担当)赤羽 賢一 

  

件名 安曇野市こども計画検討会議委員の委嘱等について 

要旨 
安曇野市こども計画検討会議の委員に委嘱（市職員にあっては任命）する

ことについて報告するもの。 

説明 

安曇野市情報公開条例 （平成 18 年安曇野市条例第５号）第５条 第１項第

２号に規定する個人に関する情報であって、特定の個人が識別され、又は

識別され得るものに該当するものであるため、非公開とします。 

 

 



 

報告第６号 教育部 各課 

令和６年７月 19 日提出  

  

タイトル 後援依頼の教育長専決の報告について 

報告を要する事項の内容 教育長専決に伴う報告 

要旨 

課名 後援 

学校教育課 ３件 

生涯学習課  

文化課 ６件 

子ども家庭支援課 ２件 

        （詳細別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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学
校

教
育

課
 

   

  
 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

安
曇

野
市

教
育

研
究

集
会

企
画

委
員

会 委
員

長
　

竹
内

　
幸

浩

幅
広

く
参

加
者

を
募

り
、
安

曇
野

市
教

育
研

究
集

会
の

充
実

と
発

展
を

図
る

た
め

6
/
7

令
和

6
年

8
月

3
1
日

(土
)

安
曇

野
市

内
の

小
中

学
校

で
分

散
開

催

学
校

教
育

・
社

会
教

育
等

そ
れ

ぞ
れ

の
場

に
お

け
る

教
育

の
充

実
と

研
究

の
成

果
を

持
ち

寄
り

、
互

い
に

協
力

し
研

究
を

深
め

合
っ

て
、
安

曇
野

市
教

育
の

充
実

と
発

展
を

図
る

国
語

教
育

、
外

国
語

教
育

を
は

じ
め

と
す

る
計

1
8

分
科

会
に

よ
る

研
究

成
果

を
市

内
1
0

小
中

学
校

を
会

場
と

し
、
研

究
や

実
践

に
関

し
て

の
交

換
の

場
と

す
る

〇
〇

〇

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
第

7
3

回
安

曇
野

市
教

育
研

究
集

会
 

 
主

催
：
安

曇
野

市
教

育
会

長
野

県
教

職
員

互
助

組
合

安
曇

野
支

部
安

曇
野

市
校

長
教

頭
組

合

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
1
2

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

一
般

社
団

法
人

カ
ン

ボ
ジ

ア
地

雷
撤

去
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
大

谷
　
賢

二

市
内

小
中

学
校

の
児

童
・
生

徒
方

に
こ

の
活

動
を

よ
り

理
解

し
て

も
ら

う
た

め
。

6
/
1
1

令
和

6
年

9
月

1
日

(日
)~

令
和

7
年

3
月

3
1
日

(月
)

市
内

の
学

校
お

よ
び

周
辺

地
域

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

地
雷

撤
去

お
よ

び
子

ど
も

た
ち

に
対

す
る

国
際

理
解

教
育

の
促

進

児
童

及
び

生
徒

会
を

中
心

に
、
書

き
損

じ
は

が
き

回
収

を
学

校
内

お
よ

び
保

護
者

、
地

域
に

呼
び

か
け

回
収

し
、
換

金
後

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

へ
そ

の
支

援
金

を
届

け
る

。
〇

〇
〇

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
2

0
2

4
年

度
書

き
損

じ
は

が
き

回
収

プ
ロ

グ
ラ

ム
主

催
：
一

般
社

団
法

人
カ

ン
ボ

ジ
ア

地
雷

撤
去

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
1
9

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

こ
こ

な
ら

～
中

信
地

区
こ

こ
ろ

を
つ

な
ぐ

不
登

校
ひ

き
こ

も
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

～
片

桐
　
政

勝

市
内

の
児

童
生

徒
の

皆
さ

ん
に

広
く

周
知

す
る

た
め

。
6

/
1
9

令
和

6
年

8
月

3
1
日

(土
)

松
本

な
ん

な
ん

広
場

す
べ

て
の

こ
ど

も
が

共
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

学
校

を
つ

く
ら

れ
た

木
村

先
生

の
実

践
を

伺
い

、
こ

れ
か

ら
の

学
校

、
公

教
育

の
あ

り
方

を
学

ぶ
。

木
村

泰
子

先
生

の
講

演
会

「
す

べ
て

の
子

ど
も

の
学

習
権

を
保

障
す

る
学

校
づ

く
り

」
〇

〇
〇

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

 
■

「
み

ん
な

の
学

校
」
大

空
小

学
校

の
木

村
泰

子
先

生
講

演
会

「す
べ

て
の

こ
ど

も
の

学
習

権
を

保
障

す
る

学
校

づ
く

り
」

主
催

：
こ

こ
な

ら
～

中
信

地
区

こ
こ

ろ
を

つ
な

ぐ
不

登
校

ひ
き

こ
も

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
～

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
2

0
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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文
化

課
 

   

   

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

一
般

財
団

法
人

　
井

口
喜

源
治

記
念

館
館

長
　
尾

台
鞆

一

井
口

喜
源

治
と

、
井

口
を

深
く

信
頼

し
た

荻
原

守
衛

の
交

友
の

姿
を

学
ぶ

こ
と

を
通

し
、
学

術
文

化
の

振
興

普
及

を
図

る
た

め
。

6
/
1
2

令
和

6
年

1
1
月

2
日

(土
)

安
曇

野
市

穂
高

碌
山

公
園

研
成

ホ
ー

ル
芸

術
文

化
の

振
興

・
普

及
の

た
め

１
　
演

題
　

井
口

喜
源

治
と

荻
原

守
衛

の
交

友
２

　
講

師
　

碌
山

美
術

館
学

芸
員

　
武

井
　
敏

　
先

生
３

　
聴

講
予

定
者

数
　

1
0

0
名

〇
〇

〇

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
井

口
喜

源
治

記
念

館
　
定

期
講

演
会

主
催

：
一

般
財

団
法

人
　
井

口
喜

源
治

記
念

館

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
1
3

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

道
祖

神
ま

つ
り

実
行

委
員

会
　

実
行

委
員

長
　
保

尊
　

勉

昔
か

ら
続

く
民

間
信

仰
を

広
く

知
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
に

よ
り

、
民

俗
の

承
継

に
資

す
る

た
め

。
6

/
1
4

令
和

6
年

8
月

2
4
日

(土
)~

8
月

2
5

日
(日

)
穂

高
神

社
（
参

集
殿

）
及

び
松

本
市

道
祖

神
の

巡
拝

、
又

講
師

に
よ

る
講

演
に

よ
り

、
伝

統
あ

る
道

祖
神

信
仰

・
民

間
信

仰
を

研
究

し
、
多

く
の

人
々

に
親

し
ん

で
い

た
だ

く
。

2
4

日
：
穂

高
駅

前
の

道
祖

神
祭

り
を

見
学

し
た

後
、
穂

高
神

社
参

集
殿

を
会

場
と

し
て

講
演

会
2

5
日

：
松

本
市

博
物

館
を

見
学

し
た

後
、
松

本
市

内
の

道
祖

神
を

巡
拝

し
、
講

師
の

説
明

を
受

け
る

。

〇
〇

〇

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
第

4
0

回
　
安

曇
野

で
道

祖
神

を
語

る
集

い
主

催
：
道

祖
神

ま
つ

り
実

行
委

員
会

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
2

6
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

公
益

社
団

法
人

　
日

本
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
協

会
　
長

野
地

区
　
代

表
幹

事
溝

口
　
諒

山
の

魅
力

を
伝

え
、
山

岳
観

光
を

P
R

す
る

と
と

も
に

、
デ

ザ
イ

ン
の

価
値

を
知

る
場

と
し

、
こ

れ
を

機
に

デ
ザ

イ
ン

へ
の

理
解

、
価

値
向

上
に

つ
な

げ
る

た
め

。

6
/
2

4

①
8

月
1
日

(木
)~

2
5

日
(日

)
②

9
月

2
1
日

(土
)~

3
0
日

(月
)

③
1
0

月
1
0

日
(木

)~
1
1

月
2

日
(土

)

①
北

ア
ル

プ
ス

展
望

美
術

館
②

花
と

器
　

古
道

具
草

の
音

③
長

野
美

術
専

門
学

校

山
の

日
に

合
わ

せ
て

、
山

岳
観

光
を

P
R

す
る

ポ
ス

タ
ー

を
展

示
す

る
こ

と
で

、
山

の
日

を
意

識
し

て
身

近
な

自
然

に
目

を
向

け
、
環

境
保

全
の

大
切

さ
な

ど
を

広
く

知
っ

て
ほ

し
い

。
ま

た
、
想

像
教

育
に

も
役

立
て

て
ほ

し
い

。

山
の

日
を

P
R

す
る

ポ
ス

タ
ー

、
あ

る
い

は
山

の
魅

力
を

表
現

し
た

ポ
ス

タ
ー

を
展

示
す

る
。

〇
〇

〇

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
山

の
日

ポ
ス

タ
ー

展
2

0
2

4
主

催
：
公

益
社

団
法

人
　
日

本
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
協

会
　
長

野
地

区

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
2

8
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

松
本

交
響

楽
団

　
理

事
長

　
丸

山
　

修
二

音
楽

文
化

振
興

に
寄

与
す

る
た

め
。

6
/
2

5
令

和
6

年
1
0
月

6
日

(日
)

午
後

2
時

開
演

松
本

市
音

楽
文

化
ホ

ー
ル

松
本

圏
域

在
住

の
音

楽
愛

好
家

で
構

成
さ

れ
る

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

に
よ

る
年

１
回

開
催

す
る

定
期

演
奏

会
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

コ
ン

サ
ー

ト
〇

-
-

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
松

本
交

響
楽

団
第

8
1
回

定
期

演
奏

会
主

催
：
松

本
交

響
楽

団

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
2

8
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

長
野

県
書

道
協

会
安

曇
支

部
事

務
局

代
表

　
千

野
　

秀
涛

作
品

を
公

募
す

る
こ

と
に

よ
り

、
書

文
化

の
向

上
と

地
域

社
会

文
化

の
振

興
に

寄
与

す
る

た
め

。
6

/
2

7
令

和
6

年
1
0
月

5
日

(土
)~

7
日

(月
)

安
曇

野
市

　
穂

高
会

館

広
く

県
民

よ
り

作
品

を
公

募
し

、
審

査
・
展

示
す

る
こ

と
に

よ
り

日
本

古
来

の
書

文
化

の
向

上
と

地
域

社
会

文
化

の
振

興
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
に

県
全

域
に

実
施

す
る

。

審
査

会
員

及
び

公
募

作
品

に
よ

る
展

覧
会

を
開

催
す

る
。
県

内
1
0

地
区

の
会

場
を

巡
回

し
、
安

曇
地

区
展

で
は

、
1
3

0
0

点
を

展
示

す
る

。
入

場
料

：
大

人
3

0
0

円
（
小

中
高

生
は

無
料

）

〇
〇

-

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
第

7
7

回
県

書
道

展
（
安

曇
地

区
展

）
主

催
：
長

野
県

、
長

野
県

教
育

委
員

会
、
長

野
県

書
道

協
会

、
信

濃
毎

日
新

聞
社

、
公

益
財

団
法

人
信

毎
文

化
事

業
財

団

専
決

日
:令

和
6

年
7

月
2

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

公
益

社
団

法
人

　
日

本
詩

吟
学

院
公

認
長

野
県

連
合

会
　

松
本

深
志

岳
風

会
会

長
　
林

　
公

也

漢
詩

、
和

歌
、
俳

句
な

ど
、
日

本
の

伝
統

文
化

を
継

承
・
発

展
に

寄
与

す
る

た
め

。
7

/
2

令
和

6
年

1
0
月

2
6

日
(土

)
松

本
市

　
キ

ッ
セ

イ
文

化
ホ

ー
ル

詩
吟

を
広

く
一

般
に

周
知

し
、
芸

術
文

化
の

振
興

を
図

る
。

一
般

合
吟

、
合

吟
コ

ン
ク

ー
ル

、
立

体
吟

、
構

成
吟

-
-

〇

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
第

6
4

回
長

野
県

連
合

会
吟

道
大

会
　
あ

わ
せ

て
第

6
6

回
松

本
深

志
岳

風
会

吟
道

大
会

主
催

：
公

益
社

団
法

人
　
日

本
詩

吟
学

院
公

認
　
長

野
県

連
合

会

専
決

日
:令

和
6

年
7

月
8

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)
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子
ど

も
家

庭
支

援
課
 

 

  

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

安
曇

野
市

サ
ッ

カ
ー

協
会

 会
長

　
内

田
信

一
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

及
び

青
少

年
健

全
育

成
に

寄
与

す
る

事
業

で
あ

る
た

め
6

/
7

令
和

6
年

7
月

1
3

日
(土

)､
1
4

日
(日

)
市

営
牧

運
動

場
・
市

営
西

穂
高

運
動

場

大
会

を
通

じ
て

参
加

者
が

相
互

に
親

睦
と

団
結

を
深

め
な

が
ら

、
サ

ッ
カ

ー
技

術
の

向
上

を
目

指
す

と
と

も
に

リ
ス

ペ
ク

ト
精

神
の

大
切

さ
を

学
ぶ

。

小
学

生
に

よ
る

８
人

制
サ

ッ
カ

ー
大

会
。
予

選
リ

ー
グ

及
び

２
次

リ
ー

グ
・
順

位
決

定
戦

を
行

う
。

参
加

料
：
1
チ

ー
ム

6
,0

0
0

円
○

○
○

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
第

2
号

に
よ

り
可

■
第

1
5

回
安

曇
野

市
長

杯
争

奪
少

年
サ

ッ
カ

ー
大

会
主

催
：
安

曇
野

市
サ

ッ
カ

ー
協

会

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
2

5
日

結
果

(○
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

「
三

郷
に

に
八

」
の

会
 水

谷
　

さ
よ

市
の

障
害

者
福

祉
団

体
活

動
補

助
金

で
実

施
す

る
市

民
講

座
で

、
今

回
は

特
に

児
童

生
徒

、
青

少
年

、
そ

の
家

族
や

支
援

者
的

立
場

に
あ

る
教

職
員

に
向

け
た

テ
ー

マ
を

扱
い

、
子

ど
も

や
青

少
年

の
健

や
か

な
成

長
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

。

6
/
2

5
令

和
6

年
1
0
月

1
9

日
(土

)午
後

1
時

~
4

時
3

0
分

豊
科

公
民

館
　

２
階

大
会

議
室

生
き

づ
ら

さ
を

抱
え

た
子

ど
も

に
、
家

族
は

ど
う

向
き

合
い

対
応

し
て

い
け

ば
よ

い
か

。
子

ど
も

の
気

持
ち

を
理

解
し

、
相

手
の

気
持

ち
を

聞
き

出
す

に
は

ど
う

し
た

ら
良

い
か

？
「
風

通
し

の
良

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
は

」
を

高
森

信
子

先
生

か
ら

学
ぶ

。

講
演

、
質

疑
応

答
○

-
-

基
準

第
3

条
第

2
項

及
び

第
4

条
第

2
号

に
よ

り
可

■
高

森
信

子
先

生
に

よ
る

市
民

講
座

～
生

き
づ

ら
さ

を
抱

え
た

お
子

さ
ん

を
お

持
ち

の
ご

家
族

の
方

へ
～

主
催

：
「
三

郷
に

に
八

」
の

会

専
決

日
:令

和
6

年
6

月
2

7
日

結
果

(○
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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報告第７号 

令和６年度 事業進捗状況報告（懸案事項等） 

 
１ 学校教育課 

教育総務係・教育指導室・学校教育担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

教育振興基本計画 
１ ７/９（火） 

教育振興基本計画策定検討委員会開催 

１ アンケートの集計と分

析等 

学校保健事業関係 

１ 第１回ストレスチェック実施 

７/22（月）～８/４（日） 

 

２ アレルギー対応委員会専門部会 

７/９（火） 

１ カウンセリングルーム

実施 

８/18（日） 穂高会館 

２ アレルギー対応委員会 

７/25（木） 

就学時健診業務 

１ 就学時健康診断（園事前健診） 

・６/24（月） 上川手  ・６/25（火） 豊科 

・６/26（水） 有明の森 ・６/27（木） アルプス 

・６/28（金） 三郷北部 ・７/１（月）  三郷東部 

・７/２（火）  穂高幼稚園・７/４（木）  穂高 

・７/５（金）  花園   ・７/８（月）  西穂高 

・７/９（火）  豊科南部 ・７/11（木） 北穂高  

・７/12（金） 明科南  ・７/16（火） 堀金 

・７/17（水） 明科北  ・７/18（木） 有明あおぞ

ら 

・７/19（金） たつみ 

左記以外 

就学時健康診断（園事前健診） 

・８/20（火） やまぶき 

・８/21（水） 細萱 

・８/22（木） 三郷西部 

・８/26（月） 三郷南部 

・８/27（火） 南穂高 

・８/28（水） 【眼科】西穂高 

・８/29（木） 【眼科】穂高、穂

高幼稚園 

就学援助事務 

１ 就学援助費認定 

申請者 795 名：認定 735 名、不認定 44 名、

保留 16 名（要保護児童生徒３名、準要保護

児童生徒 732 名） 

※保留は市外課税者。所得証明書の提出を

依頼中。 

２ 新入学児童生徒学用品費及び修学旅行費

支給  ７/24（水） 

３ 医療券（前期）交付（随時） 

左記以外 

特別支援教育就学奨励費 

・申請案内、受付 

GIGA スクール 

１ ICT 支援員 

９月からの訪問開始に向けた各種調整 

 

左記以外 

ICT 教育推進委員会 

・７/26（金）ICT 教育推進

学校代表者会の開催 

GIGA スクール運営支援セン

ター事業 

・７～８月 夏の ICT 研修会

を各校で開催 

コミュニティスクール

事業 

１ 学校運営協議会運営支援 

 

 

 

 

２ 地域学校協働本部連絡会 

７/18（木）堀金地域 

１学校運営協議会運営支援 

学校運営協議会委員研修 

会 

７/31（水）豊科公民館 

 

２地域学校協働本部連絡会 

８/１（木）穂高地域 
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学校安全支援事業 

１学校緊急無線通報システム教室名変更業務

実施 

 

２学校緊急無線通報システムの磁界強度測定

（直営） 

 

３学校緊急無線通報システム教室名変更業務

委託作業 

左記以外 

交通事故０プロジェクト

計画 

青色防犯パトロール 

１ 青色防犯パトロール実施者証発行手続中  

小規模特認校制度 

１ 小規模特認校制度 

令和７年４月転入学児童の募集業務実施中 

７/11（木） 明科地域区長会説明。 

 ※他４地域区長会には資料配布 

１ 小規模特認校制度 

令和７年４月転入学児童

の募集業務実施中 

不登校支援 

１ 教育施設連携促進コーディネーターの活

動状況 

民間施設等訪問件数 11 件 

学校訪問による民間施設等を利用する児

童生徒の状況把握、情報交換 ７校 

スマートフォンとの付き合い方講座（民

間施設と企画） 

保護者向け ６/３(月)実施 ５名参加 

子ども向け ６/25(火)実施 14 名（小３

～中３年）参加 

 

２ 教育支援センター 課外活動 

  高校見学 ６/19(水)、７/１(月)実施（中

学生のみ対象） 

ちひろ美術館・公園への遠足 ７/２(火)

実施   

左記以外 

・市内の施設の定期訪問を開

始 

・定期訪問により収集した児

童生徒の情報を、学校関係者

や必要に応じてスクールソ

ーシャルワーカー等と共有。 

・市外にて不登校支援等を実

施する施設にも学期に数

回訪問を実施していく 

・民間施設と共同で実施でき

る体験活動や講座・研修等

を企画・調整する。次回８

月計画中。 

キャリア教育 

１ 安曇野市中学生キャリアフェスティバル

の開催 

学校関係者向け説明会 ６/11(火) 

 市内中学校１学年主任参集 

参加事業所の申し込みの締め切り６

/21(金) 

 参加申し込み事業所数（60 事業所） 

生徒向け事前説明会（１学年） 

 ７/３(水)明科中学校 ７/10(水)堀金中学

校 

 

２ キャリア教育の推進（明科中学校区） 

明科地区小中一貫教育推進委員会 ６

/11(火) 

 総合、キャリア部会の討議 

 

１ 安曇野市中学生キャリ

アフェスティバルの開催 

 生徒実行委員会７/24（水） 

 18:00～（301 会議室） 

 

 

 

 

 

２ キャリア教育の推進 

（明科中学校区） 

 明 科 三 校 校 長 会  ７

/25(木) 
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２ 学校給食課 

学校給食担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

 

給食センター総務費 

１ 給食センター更新計画策定事務 

 

２ 地産地消の取組み 

 

３ 学校給食施設点検及び監視指導（松本保

健所）７/２（火）南部給食センター 

地産地消の取組み 

 

学校給食費会計公会計

事業 

１ 令和６年度給食費第２期振替（７/１

（月）） 

 

１ 令和６年度給食費 

小学校 320 円/食 

（うち保護者負担 280 円） 

中学校 375 円/食 

（うち保護者負担 330 円） 

 

各給食センター管理運

営事業 

１ 所管する学校へ安心で安全なおいしい給

食を提供できるように、施設及び調理環境

の整備の実施（各センター） 

 

２ 栄養士の学校訪問開始（各センター） 

 

３東御市教育委員会視察（７/１（月）中部給

食センター） 

１ １学期の給食提供７/19 

(金)最終 

堀金給食センター設備

更新事業 
１ 堀金学校給食センター厨房機器等更新工

事（７月） 

・壁塗り替え、天井張替 

１ 堀金給食センターの休

止（３/18(月)～12 月）予

定 
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３ 生涯学習課  

社会教育係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

中央公民館事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 市民大学講座（信州大学との包括的連携事業） 

開催日：７/23、８/６・20、９/３・17  

隔週火曜日午後７時～８時 30分 

豊科交流学習センター、全５回 定員 70 名/回、 

２ 令和７年 二十歳の集い実行委員会（第１回） 

開催日：８/11(日)午後１時 30分～ 306 会議室 

３ オンライン日本語教室（長野県モデル事業） 

開催日：８/22 日～11/28 毎週木曜日  

午後７時～８時 30分、全 15 回 定員 20 名 

 

 

 

 

 

２ 第２回：９/１（日） 

・令和７年二十歳の集い 

１/12（日）開催 

ANC アリーナ 

豊科生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

豊科公民館事業 

 

 

 

 

 

 

１ 親子ふれあい塾夏休みフィールドチャレンジ教室  

・７/24（水）午前９時～午後２時 30 分 

国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区） 

２ トランペットクリニック＆ミニコンサート 

 ・８/６（火）午後２時～４時 

  豊科公民館ホール 

 

 

 

穂高生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

穂高公民館事業 

 

 

 

１ 第 41 回穂高納涼祭 

・８/３（土）午後４時 30 分～８時 

穂高会館駐車場 

 

 

三郷生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

三郷公民館事業 

 

 

 

１ 夏休み子ども講座①②③ 

 ・７/31（水）～８/２(金)午前９時～正午 

  三郷文化公園体育館 

 

 

堀金生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

堀金公民館事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「アンラーン（学びほぐし）」の旅 木曽編 

 ・７/23（火）午前８時から午後４時 30 分  

  木曽おもちゃ美術館、さとテラス三岳 

２ 夏休み子ども公民館①～③ 

 ・７/30 日（火）～８/１（木）午前９時～ 

  堀金公民館 

３ 常念フェスティバル 

 ・８/24（土）午前９時 15分～午後３時 

堀金多目的屋内運動場、堀金中央公園 

 

 

明科生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

明科公民館事業 

 

 

１ 水辺の安全安心教室※カヌー、サップ体験他 

 ・７/23（火）午前 10時～正午、龍門淵公園 
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４ 文化課 

         文化振興担当 
事業 現    況 今後の取り組み 

芸術教育普及事

業 

１ 安曇野 AIR2024 

・５～10 月：東京藝大出身の作家３名による、滞在、制

作、市民との交流、展示 

・市民との交流プロジェクト 

布下翔碁：「土のポストに伝えたい想いを書いた手紙を

投函しよう」プロジェクト 

７/２（火）～10/９（水）、髙橋節郎記念美術館 

１ 

・ワークショップ 

小林このみ：一般対象「漆塗り

小皿絵付けワークショップ」 

１回目：８/10 日（土）、みら

い、２回目：９/20（金）、きぼ

う 

・展示 

 10/10 日（木）～22（火） 

 みらい展示ギャラリー 

２ 能楽教室 

・６/18（火） 穂高東中学校 358 人参加 

・６/19（水） 穂高南小学校 143 人参加 

 

３ 新進音楽家コンサート 

・オーディション ７/７（日）ジュニア 22 組・一般 10

組 審査の結果、ジュニア 11組、一般４組が選出 

３ あづみの新進音楽家コンサ

ート 2024 12/７(土) 

４ ミュージアム活性化事業 

・美術館博物館年間予定表 

 小中学生を同伴した保護者の入館料を無料とするパス

ポートの発行(全児童・生徒へ配布) 

５月利用者 104 人、６月利用者 23人 

 

文化団体補助事

業 

１ 『安曇野文化』第 52号８/31(土)発行  

２ 信州安曇野薪能 

・入場券販売６/１（土）～ 

２ ８/24（土）午後５時 30 分開

演 

３ ちくに生きものみらい基金充当事業 

・７/３（水）豊科東小５年 国営アルプスあづみの公園 

３ ８/30（金）豊科東小６年 松

本市四賀 化石館 

指定管理施設の

事業 

１ 豊科近代美術館 

「高山晃展」７/27（土）～９/１（日） 

ゆりのき展示ギャラリー 

２ 田淵行男記念館 

・柗本一男写真展「山と谷」６/11 日（火）～９/８日（日） 

・田淵行男写真展「大雪山」６/４（火）～９/１（日） 

１ 豊科近代美術館は大規模改

修工事のため、６/３から令和

７年８月下旬（予定）まで休館 

２ 田淵行男賞写真作品公募 

応募受付 12 月から令和７年

２月まで 

博物館担当 
事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

豊科郷土博物館

教育普及事業 

１ 夏季企画展「絵図から何がわかるか！ 

…安曇野の江戸時代をみる」 

・期間：７/27(土)～９/23(月・祝) 

 企画展関連イベント 

「大きな古い地図をみよう」①麻績会田壱枚御絵図 

２ 平和学習資料展 

・期間・会場：７/ ２(火)～７/18(木) 豊科北中学校 

       ７/18(木)～７/21(日) 本庁舎 

 

新市立博物館準

備事業 

１ 第２回安曇野市新市立博物館整備方針検討委員会 

・期日：７/９(火) 
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穂高鐘の鳴る丘

集会所施設整備

事業 

１ 鐘の鳴る丘集会所大規模改修工事 

・契約(議決)日 ６/27(木) 

・契約金額   172,700,000 円（税込） 

・契約相手方  株式会社相模組 

・工期：６/27(木)～R7.3/28(金) 

 （３/31(月)まで休館予定） 

 

貞享義民記念館

教育普及事業 

１ こどもとおとなの<かたちあそび>講座 

・第１回「描いて、たらして、滲ませて！大きな紙にお

もいっきり描こう！」 

期日:７/28(日) 

２ 下田忠壽写真展 昭和の稲作 

・会期：６/７(金)～６/22(土) 参加者：159 人 

３ 楡フォトクラブ写真展  

・会期：７/９(火)～７/15(月) 

４ 信州ゆかりの作家展 

・会期：７/21(日)～８/15(木) 

１ 人権ポスター展  

・会期：８/24(土)～９/１(日) 

文書館施設運営

管理事業 

１ 重要文書等収集・整理（公開資料点数） 

・公文書 54,052 点、地域資料 53,126 点(６月末現在) 

(６月新規点数/公文書 846 点、地域資料 325 点) 

 

市誌編さん事業 

１ 安曇野市誌編さん専門調査会（考古部会） 

・期日：７/31(水) 

２ 安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会） 

・期日：８/26(月) 

 

文書館教育普及

事業 

１ 前期企画展「今に繋ぎ、伝えてきた区の史実」 

文書館講演会「過疎な中で地域資料を守る」 

・期日：６/16（日） 参加者:31 人 

 文書館講座「文書等からひもとくお宮あれこれ」 

・期日：７/21（日） 

 

臼井吉見文学館

管理運営事業 

１ 講演会「文士の子どもに生まれて」 

・講師:阿川佐和子氏 

・期日:７/12（金） 定員:500 人 

 

文化財保護係 
事業（懸案事項） 特記事項 今後の取り組み 

文化財保全事業 
１ 安曇野市文化財保存活用地域計画 

・策定支援業者と打ち合わせ（随時） 

・７/30 第３回協議会開催 

・ワークショップの実施 

埋蔵文化財発掘

調査事業 

１ 国道19号の歩道拡幅に伴う明科遺跡群明科廃寺に係

る長野国道事務所との保護協議 
 

図書館係 

事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

中央図書館 

１ ミライ部（中高生対象の講座） 

 ・第１回  ７/27（土） みらい 午後５時 45 分～ 

   「閉館後の図書館で謎解き」 

・第２回 ８/２（金） 

・第３回 ８/７（水） 
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５ 子ども家庭支援課 
子ども子育て政策係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童クラブ整備事

業 

１ 教室改修工事等の進捗状況 

・豊科東小児童クラブ被服室改修工事発注予定  

７月～10 月 

・明南小児童クラブ普通教室改修工事発注予定 

７月～11 月 

 

第３次安曇野市子

ども・子育て支援

事業計画策定業務 

 １ 子ども・子育て会議 

・７/26（金） 13 時 30 分～ 

豊科交流学習センター ２階 

多目的交流ホール 
２ 子ども若者意見広場 

・７/27（土）４階 大会議室 

 13 時 30 分～ 

こども計画策定業

務 

 １ こども計画策定検討会議 

・７/26（金） 15 時 30 分～ 

豊科交流学習センター ２階 

多目的交流ホール 

２ 貧困対策、子ども・若者対策

に関する調査 

・調査機関 ７月中旬～８月上旬 

予定 

黒沢洞合自然公園

整備事業 

１ 特定開発事業認定書の提出 ～７/19 

  

１ 実施設計業務 

・履行期間 ３月～９月 

２ 土地利用審議会 

・８月下旬 

ファミリーサポー

ト事業 

１ ファミサポ協力会員養成講座（前期） 

・６/28（金）堀金老人福祉センター 午前９時～ 

21 人参加 （全５回 24 時間講習） 

 

子育て給付係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

令和６年度 

児童手当制度改正 

１ 児童手当法の一部改正（６月 12 日公布） 

・支給期間延長（18 歳年度末まで） 

・所得制限撤廃 

・手当額改定（「第３子以降：３万円/月」等） 

・支給回数増（年３回→年６回）等 

１ 制度改正に対応するため、対

象者に申請書類を送付 
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児童青少年係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

青少年育成環境整

備事業 

１ 松本地方子ども会育成連絡会 

・６/24（月）塩尻総合文化センター 午後２時 

 

２ 第２回青少年センター運営委員会 

・６/28（金）共用会議室 305 午後１時 30 分 

 

３ 青少年の非行・被害防止全国強調月間 

・７/１～７/31 

 

４ 県下一斉街頭啓発活動 

・７/１（月）市内中学校 午前７時 30分 

 

５ 長野県青少年補導活動推進大会 

・７/11（木）小諸市文化会館 午後０時 30分 

 

６ 青少年センター講演会 

・７/13（土）大会議室 午前 10 時 30 分 

 

７ 子ども学芸クラブ新規加入希望団体説明会 

・７/16（火）共用会議室 305 午後２時 

１ 夏休み街頭巡回活動 

・８/19（月）市内５地域 午後

６時 

青少年体験事業 １ 夏休みイベントカレンダー全児童配付 

・６/26（水） 

 

２ 青少年交流事業参加者募集 

・江戸川区花火大会        ６/28（金）まで 

・神奈川県真鶴町交流事業     ７/５（金）まで 

・福岡市東区交流事業（９月）   ７/26（金）まで 

１ 夏休み子ども体験ラボ 

①リバーボート親子体験会 

・７/21（日）明科龍門淵公園、

前川周辺 午前９時 

②葉脈のキーホルダーを作ろ

う！ 

・８/１（木）堀金公民館調理実

習棟 午前９時 

③ダンス体験をしよう！ 

・８/７（水）明科公民館講義室 

午前 10 時 

 

２ 真鶴町交流事業 

・８/８（木）～９（金）神奈川

県真鶴町 

 

３ 江戸川区花火大会 

・８/24（土）～25（日）東京都

江戸川区 

子ども会育成会支

援事務 

１ 子ども会育成会安全啓発講習会 

・７/13（土）大会議室 午前９時 15 分 

 

放課後子ども教室

実施事業 

１ わいわいランド実施 

・毎週水曜日 市内 10 小学校 

１ スタッフ研修講演会 

・８/21（水）大会議室 午後２

時 
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子ども家庭相談担当〈子ども発達支援相談室〉 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童発達支援事業 

１ 遊びの教室 

・７月は４回実施 

こあら（１歳児）穂高（７/12（金）） 

こあら（１歳児）豊科（７/１（月）、７/22（月）） 

いるか（２歳児）穂高（７/30（火）） 

 

２ 発達相談日（親子であっぷっぷ） 

・７月は６回実施（７/３（水）、７/９（火）、７/10（水） 

７/17（水）、７/23（火）、７/24（水）） 

 

３ 運動発達相談日（はいはいたっち） 

・７月は３回実施（７/12（金）、７/19（金）、７/26（金）） 

 

４ ことばの相談日 

・７月は２回実施（７/４（木）、７/18（木）） 

 

５ 親子で遊ぼう教室 

・７月は１回実施（７/５（金）） 

 

６ 子育て学習会 

・７月は実施なし 

１ 遊びの教室 

・８月は４回の実施を予定 

 

 

 

 

２ 発達相談日 

・８月は３回の実施を予定 

 

 

３ 運動発達相談日 

・８月は３回の実施を予定 

 

４ ことばの相談日 

・８月は２回の実施を予定 

 

５ 親子で遊ぼう教室 

・８月は１回の実施を予定 

 

６ 子育て学習会 

・８月は１回の実施を予定 

 

 

 

６ こども園幼稚園課 

保育幼稚園担当 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

令和６年度 南穂高認定

こども園 園舎改修工事 
南穂高認定こども園 園舎改修工事について 

工期：令和６年７/９から令和７年１/14 

工事内容： 

① 照明ＬＥＤ化 

② 天窓雨漏れ改修 

③ テラスのひさし劣化による落下防止の改修 

  ガラス→ポリカーボネート 

④ 排煙オペレーター更新 
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